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多様な人材育成に関する万国津梁会議（第 4 回） 議事録 

 

日 時：2022 年 3月 4日（金）13:00～16:00 

場 所：オンライン開催 

出席者： 

【委 員】宮平栄治委員長、平良一恵副委員長、有木真理委員、 

鯨本あつこ委員、新崎盛信委員、平田大一委員、喜屋武裕江委員、 

金城伊智子委員、小島肇委員、山崎暁委員、上地哲委員（11 名） 

【県企画調整課】照屋健一 班長、 

【事務局】上江洲 

 

 

（事務局） 

定刻の時間となりましたので、これより、多様な人材育成に関する万国津梁会議の第 4 回、

最終の会議を開催したいと思います。本日も 3時間の長丁場となりますので、よろしくお願

いいたします。では、こちらにございます会議次第に沿って進めていきたいと思います。 

まず初めに、宮平委員長からご挨拶をいただければと思います。宮平委員長、よろしくお

願いします。 

 

（宮平委員長） 

よろしくお願いします。委員の皆様方、年度末のお忙しい中ご参集いただきありがとうご

ざいます。おかげさまをもちまして、予定にはないような何度かのヒアリング等でお考えを

お述べいただいた結果、大枠の形ではありますけれども、章立ての方向性と雛形というのが

見えてきました。これもひとえに、委員の先生方の知見或いは様々なご提案のおかげだと思

っています。本日の会議をもちまして沖縄県の多様な人材育成に関する万国津梁会議は最

後ということになりますが、素案を作成しました。それをご覧いただいて、齟齬がないよう

な形で、また修正等をお願いしたいと思います。それでは、始めさせていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

 

（事務局） 

宮平委員長、ありがとうございました。それでは、初めに最終報告（案）について、事務

局の方から説明させていただきます。こちら大きく、まとめのイメージ案、目次・最終報告、

今後の進め方。結論から言いますと、まだ未定稿な段階でございますので、今後も今しばら

くおつき合いいただくという、その進め方について、改めて説明させていただきたいと思っ

ております。そのあと意見交換の方で、宮平委員長の進行のもと、意見交換をしていただけ

たらと思っております。 
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 では早速ではございますが、最終報告ですけれど、これまで第 1 回から第 3 回まで、さら

に加えて 2回の個別ヒアリング等々を踏まえ、あと正副委員長からのご意見、ご助言も賜り

まして、こちらに映っている形で、全体のイメージ案ということでまとめさせていただきま

した。大きく括っているのが、基本的な方向性といいますか、目指すべき目標のようなもの

で、今回、人間力という形で考えて欲しいということで知事からのオーダーを頂いたわけで

すけれど、その中でも、時間的な制約等々もございまして、委員の皆様で話し合った結果、

社会人に関して特に注目をして、社会人の能力向上に向けた取組をするということだった

んですけれど、もっと広い概念で言いますと、稼ぐ力だったり、さらに何で稼ぐかといいま

すと、幸せになるため、そこに住む沖縄県民が幸せになるためにという、そういった大きな

括りがございますので、そういった意味で幸福度の向上と不幸度の低減、それに資するよう

な提言内容にしていきたいということで、こういった大きな括りで考えております。 

その中で、社会人に必要な能力とその能力向上に向けた取組というものをこれからまと

めていくわけですけれど、そういった取組を進める中で、委員の皆様からご意見がありまし

た「心の安定性をつくる力と環境づくり」というのは、どの分野においても、どういった取

組に関しても、最低限必要な能力という認識で、これも外に出して、大きな括りとして整理

させていただきました。 

 最初に、社会人に必要な能力としまして、こういった形で「全ての人に求められる能力」、

それから「立場や業種によって求められる能力」、特別な、特殊な能力ということで、二つ

に分けさせていただいております。こちらは当初、内閣府の定めました「人間力戦略研究会」

の整理の仕方、知的能力的要素、社会対人関係力的要素、それから自己制御的要素という形

で三つの要素がありまして、こちらを参考にしながら、第 1回、第 2 回の議論を進めさせて

いただいて整理させていただいたんですけれど、最後の取組内容とかをまとめていく中で、

どうもこの括り自体があまりそぐわないのかなというふうに判断しまして、大変申し訳ご

ざいませんが、事務局の案としまして委員の皆様からいただいた意見をこのように「全ての

人に求められる能力」と「立場や業種によって求められる能力」、の二つに分けて整理させ

ていただきました。 

それを踏まえて、具体的な取組内容ということで、こちらは全ての人に必要な取組と、そ

れ以外、教育とか社会人の能力向上に関わる組織とか、各関係機関ごとの取組について整理

させていただきました。 

 直接的な実施主体は真ん中の方になるんですけれど、それを側面的に支援する、或いは連

携していくというところで、行政に求められる支援の内容は外出しにして、側面的に対応す

る内容について整理をしております。 

それから関係機関の連携、こちらはまた後でご相談させていただきたいんですけれど、や

っぱり実施主体がそれぞれ個別で取り組むことだけではなくて、どうしても関係機関の連

携もすごく大事になってくるかと思います。ただし、今までの議論の中で、この辺りが少し、

あまり意見が引き出せなかったものですから、後で意見交換の際に、皆様からご意見賜れた
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らなと思っております。 

 そういった取組、行政の側面的支援ですとか、関係機関の連携につきましては、継続的に

見直し改善を図っていく必要があるということで、留意点的なものとしまして、目的と手段

の検証を絶えず行うという、その注意ポイントみたいなところを最後にまとめております。 

できるだけ委員の皆様の意見交換の時間をいただきたいので、ちょっと飛ばしながら、話

を進めていきたいと思っております。まず、社会人に必要な能力について、簡単にかいつま

んで説明します。社会人に必要な能力でございますけれど、先程申し上げましたように、「全

ての人に求められる能力」と「立場や業種によって求められる能力」ということで、委員の

皆様から多くの意見をいただきました。その中で、「全ての人に求められる能力」に関しま

しては、さらに、ある程度、委員の皆様の意見をグループ化すると、こういった七つの能力

に分類できるのかなというふうに考えております。「自己を認識し、長所を伸ばす力」とか、

「好奇心を持って目標に挑戦し、やり抜く力」、「変化に対応する力」、「人のために動く力」

とか、そういった諸々のものに整理できるかなと思っております。 

 それから「立場や業種によって求められる能力」としましては、もう少し社会人に特化し

た、或いは関係機関に特化した内容ということで、例えば「アイデアを生み出し、具体化し、

実現する力」、或いは「コミュニケーション能力」の中でも、特に「傾聴力」とか、「意味理

解力」、「プレゼンテーション能力」とか、そういったところは、ある程度社会人に特化した

内容かなと考えてこちらに位置付けております。その他情報を収集し分析する力ですとか、

教える立場の人に求められる能力のような形で整理しております。とりあえず社会人に必

要な能力としましてはこういった感じでまとめています。 

 それを受けて、こういった必要な能力を向上させるために、具体的な取組として何がある

のかということで、この真ん中のところに括りで整理させていただいております。こちらも

個別にかいつまんで説明しますと、まず個別の関係機関の取組としまして、「企業等組織内

で必要な取組」などがあると委員の皆様からご提案いただいたと思っております。そちらが

「社員の評価制度の導入」とか、「自己開発機会の創出及び目標の明確化」、「客観的評価の

実施」、「企画立案・プレゼンテーションの機会の創出」等々、六つほどグループ化して整理

させていただいております。 

 それから離島地域等、離島地域に限らず北部とか過疎地域も入ってくるかと思うんです

けれど、「離島地域等で必要な取組」としましては、「地域において中心的役割を担う人材の

育成及び確保」とか、「人材交流の促進」、「基礎的スキルの習得」などが挙げられたかと思

います。 

続きまして教育機関、こちら高等教育機関と学校教育機関に分けさせていただいたんで

すけれど、「高等教育機関で必要な取組」としましては「ＩＴ技術の習得」などが上げられ

るかなと思っております。特に理系的な専門知識も、この中に含まれる要素かなと思ってお

ります。 

それから「学校教育機関で必要な取組」としましては、「非認知能力の育成手法の習得」。
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近年こういった取組も文科省の指導で入ってきているんですけれど、その辺りを取り組む

べきだということです。 

「その他異業種交流等で必要な取組」としましては、人事交流ですとかジョブローテーシ

ョンとかの「人事・異業種間交流の促進」などが、委員の皆様から上がったかと思います。 

 それから、「全ての人に必要な取組」としては、「アイデンティティーの醸成」とか、「自

他認識促進・自己コントロール力の形成」とか、そういった諸々のことが上げられるかなと

いうふうに考えております。 

とりあえず具体的な取組内容としましてはこういった形で勝手ながら事務局の方で整理

させていただきました。この位置が違うとか、或いはこの関係機関に関してはこういった取

組もあるとかというのがあれば、また追って意見交換の際にご意見いただけたらなと思い

ます。 

 続きまして、右側の方です。「行政に求められる側面支援」と「関係機関の連携」につい

てでございます。「行政に求められる側面支援」といたしましては、委員の皆様から挙がっ

てきたのが、一番同意いただけたものを一番上に挙げているんですけれど、「総合的・横断

的な人材育成に取り組む部局の新設」、それから「教育特区の活用」、そして「事業者の地域

社会貢献活動の評価」を入れたらどうかとか、或いは「異業種交流のための助成」等々をし

てはどうかといった六つぐらい、「行政に求められる側面支援」としてご意見が挙がったか

と思っております。 

 それから、「関係機関の連携」です。冒頭の方でも申し上げたんですけれど、今、挙がっ

てきているのは、小島委員の方から「プラットフォームづくり」ということでご意見をいた

だいているんですけれど、個別の、例えば企業組織と教育機関の連携をどうしていくのか、

或いは企業組織と地域の連携、または教育機関と地域の連携をどうしていくのかといった

ご意見が事務局の方で拾い上げられなかったので、こういったところをもう少し詳しく議

論していただければ、大変良い最終報告になるかなというふうに、事務局の方では考えてお

ります。 

 それから、こういった取組を行政に求められると、側面的支援とか、関係機関の連携等々

を持続的・継続的に進めて、常に改善・効率化を図っていく留意点としまして、「目的と手

段の検証」ということで整理させていただいています。こちら正副委員長の方からもご意見

をいただいて、整理させていただいたところでございますけれど、「ＫＰＩ（Key 
Performance Indicator）の設定・検証」を行ってはどうか。それから、最近、内閣府から

もかなり言われております「エビデンスに基づく検証」をするべきだと。それから「説明責

任」ですね。きちんとやった取組、行政が行った側面的支援については、必ずやった内容等々

をその結果も含めて報告をすると。ただこれは責任を単に行政に求めるという内容ではな

くて、きちんと、やったことをすべての県民に理解していただいて、さらにより良い取組を

進めるためのもの、単に行政の責任を問う内容ではないということを理解した上で取り組

んでいただけたらと。あと、県の方でも、21 世紀ビジョン等々の評価で活用しております
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「ＰＤＣＡサイクル」、こちらを回すとか、そういった取組が必要になってくるのかなと考

えております。 

すみません、ちょっと長々と説明させていただきましたけれど。こういった取組は別添資

料ということで、最終報告（案）、まだ未定稿なんですけれど、そちらにまとめた形で整理

させていただきます。ただこの報告書の内容について、「てにをは」とかも含めて、今こち

らで議論するには時間が全然足りないものですから、これは追って進めていけたらなとい

うふうに考えております。 

今日が最終の会議ではございますけれど、最終報告の方がまだ十全にまとまっていない

ということで、もうしばらく委員の皆様におつき合いいただけたらなというふうに考えて

おります。とりあえず今日、委員の皆様から意見が挙がりましたら、その内容に沿って、ま

た報告書をリライト、リバイスしていきます。それを事務局が適宜、修正していくわけです

けれど、アップデートした報告書につきましては、随時、Google にアップしていきますの

で、委員の皆様が時間の取れるタイミングでそちらを見ていただいて、ご確認をして、その

上で何か修正、加筆等があれば、どんどん頂ければなというふうに考えております。ただし、

会社、組織によってはセキュリティの関係上、ＳＮＳへのアクセスがなかなか難しいという

ケースがございます。そういった委員の皆様におかれましては、適宜、事務局から最新版の

Ｗｏｒｄ書類をメール等々で送信しますので、ご連絡をいただければと思います。その送っ

たＷｏｒｄ書類を修正いただいて、またメールでご返信いただくという流れにしていただ

ければと思います。ちょっと突貫工事にはなりますけれど、来週の金曜日、一週間ぐらいを

目処に完成予定でございます。もしかしたら、もうちょっと延びるかもしれませんが、その

時にはまた適宜、フレキシブルにご対応いただければと思います。ちょっと駆け足になりま

したけれど、事務局からの説明につきましては以上でございます。宮平委員長、すみません

が、意見交換の方をよろしくします。 

 

（宮平委員長） 

はい、わかりました。ありがとうございます。それでは、最初 2ページ目、いきましょう

か。先程、上江洲さんの方から説明がありましたけれども、ご覧になっていただいてコメン

ト等を賜りたいと思います。どうぞご自由にご発言ください。どなたかいらっしゃいません

か。では、新崎委員お願いします。 

 

（新崎委員） 

はい、お疲れ様です。事務局の方からありました通り、私の方からは、少し関係機関の連

携の部分について発言させていただきたいと思います。今回、真ん中の方に具体的な取組と

いうのがありますが、その部分を例えば取組に必要なミッションとした場合に、各関係機関

が連携して支援に当たるという方法がいいのかなと思っておりまして、この具体的な取組

の、例えば「企業等組織内で必要な取組」に対して、ミッションをクリアまた達成するため
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に必要な関係機関の支援策としての連携を求めていった方がいいのかなと思っております。 

そのためには具体的な取組の内容の、目的と手段の中にありましたＫＰＩ、例えば、どう

いったプロセスの部分、どういった内容をもって社員の評価制度の導入を進めていくのか

とか、そういった目標数値とするのかというところの、ＫＰＩを各取組の中で数値化してい

ただいて、その達成のために関係機関が連携してプロジェクトやミッションとして関わっ

ていただくような仕組みがいいのかなというところの認識と、あと目的と手段の中に、最終

的なゴールとしてＫＧＩの考え方の部分を少し入れていただいて、大枠の中にありました

心の安定性をつくる力と環境づくりだったりとか、幸福度の向上や不幸度の低減だったり

とか、そういったところをＫＧＩとして最終的に、この各種取組、ＫＰＩを通して何が達成

されたかというところの認識を、今後の目的と手段の検証の方で活用いただければなとい

うところが、一つの意見としてございました。以上です。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございます。新崎委員、ちょっと教えてもらいたいのですが、ＫＧＩの

Ｇはガバナンスですか。 

 

（新崎委員） 

ゴールですね。 

 

（宮平委員長） 

ゴール。キー・ゴール・インデックスになるわけですね。はい、わかりました。他にどう

ぞ。どなたか。はい、山崎委員、お願いします。 

 

（山崎委員） 

はい。この間の会議で、喜屋武委員だったと思うんですけれど、確か長期・中期・短期と

いうキーワードを出していただきましたよね。あれは、僕はすごく腹落ちをしていて。何度

も言うんですけれど、社会人になって突然スキルが変わるということはないと思うので、長

い間に人間って育まれると思うんですね。思考と言動の再現性みたいな。特にビジネススキ

ルとかで短期的に得られるものは企業研修とかで幾らでもできると思うんですけれど、そ

もそもの思考と言動の癖付けとか、非常に人生の中で再現性が行われてしまいやすい人間

力みたいなものというのは、急にスペシャリストの研修、コーディネーターがいたとしても、

なかなか変えられないというところがあると思っているんですよ。だから、この表現が県民

に出たときに、社会人というキーワードが非常に強いと、学校は学校でまたいつもの学校教

育になってしまう気がしていて、これは全部繋がっているんだということを、どうやってこ

の会議からメッセージが出せるかというのが、僕は大事かと思っているんです。その時に、

この間の喜屋武委員の長期・中期・短期という表現がいいんじゃないかなと。 
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この社会人って、働いてる人のイメージがあると思うんですけれど、なんだったら成人と

いう言い方もいいかなと。これから 18歳から成人になるわけですよね。大分変わっていく

ようですけれども。学校教育で学生に向かっている先生とか親御さんとかもそうですけれ

ど、ここが成人として必要なスキルなんだというのが見えながら、10 代を過ごしていって

もらうというのがすごく大事なんじゃないかなというふうに思いました。何かそんなメッ

セージを出せないかなと考えています。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございます。思考と言動の再現性は非常に重要な概念で、今おっしゃっ

ていたように、思考は急に明日変わるわけじゃないんですよね。やはり長期・中期・短期と

いう視点が必要かなと思いますね。あと、この社会人という言葉に、今、山崎委員の発言を

聞いていて、こんなのはどうかと思ったのが、社会で生きていく上で必要な能力とすればい

いかなと思いましたけれど。 

 

（山崎委員） 

はい、良いと思います。 

 

（宮平委員長） 

 そうすると、今おっしゃったような短期・中期・長期というメッセージになるのかなとい

うふうに思った次第なんですけれど。社会人となると限定的ですよね。ところが社会で生き

ていく上でとなると、我々は何かしら社会と結びついて生活していかないといけないわけ

ですから、そうすると今山崎委員がおっしゃったような短期・中期・長期という意味合いも

含まれてくるかなと思ったりしています。 

他にどうでしょうか。ご意見をお願いします。あともう一つ、私、気になっているのは、

その下の全ての人に求められる、この全ての人となってしまったら、排除の論理になってく

る可能性もあるんですよね。一部はできるのですが、全部はできない人がいるとその人は人

材ではないと思われてしまったら、ＳＤＧｓの趣旨である「だれ一人取り残さない」の考え

に反することになります。「自己を認識し、長所を伸ばす力」、「好奇心を持って目標に挑戦

し、やり抜く力」、「変化に対応する力」がすべてないといけないというふうな排除的な意味

合いがないような形にしたいと考えています。「自己を認識し、長所を伸ばす力」、「好奇心

を持って目標に挑戦し、やり抜く力」、「変化に対応する力」、これを全部持っていないとい

けないの、これらの力を持っていないとこれから人材ではない、そんなメッセージが伝わっ

てしまったら困るなと、私は見ていて考えたんですけれども、先生方いかがですか。 

 

（鯨本委員） 

よろしいですか。 
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（宮平委員長） 

鯨本委員ですか。はい、お願いします。 

 

（鯨本委員） 

ちょっと、全ての人と違うところをしゃべろうと思っていたんですけれど、全ての人のと

ころでも、今伺いながら気になったのは、求められるというよりかは、あると望ましい力で

あると思いますので、そこは表現を変えるのがよろしいかと思います。求められるというか。 

 

（宮平委員長） 

望ましいという。 

 

（鯨本委員） 

望ましい能力ですよね。もちろん、できる人できない人と、できない理由があってできな

い人もいるかと思いますので、「求められる」ですときついですよね。 

あと私からは、やはり離島地域という文言、この部分に対してなんですけれども、沖縄の

場合、沖縄県の中で使われる資料で離島地域においてと言われれば離島地域だとは思うん

ですけれども、例えば過疎地域、国頭とか他の地域とかも含まれるということであれば、離

島地域他、小規模自治の地域、そういった少ない人数で地域を運営している地域、そういっ

た場所で必要な取組というふうにうまく見てもらいたいので、こうまとめたところで短い

言葉で説明する必要があるのであれば離島地域などでもいいと思うんですけれど、どこか

でしっかりと、離島地域をはじめ小規模自治の運営や維持において必要な能力とか取組と

いうことを理解できるような表現にしていただけるとありがたいです。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございます。大規模小規模は沖縄県自体も相対的なもので小規模になり

ますからね。では今おっしゃったように、小規模自治体、小規模地域にしますか。離島を含

めた小規模、離島などのとか或いは。 

 

（鯨本委員） 

そうですね。離島地域及び過疎地域みたいな形でもいいかもしれませんし。 

 

（宮平委員長） 

具体的に入れて、小規模地域、括弧で離島や過疎地域という形で。 

 

（鯨本委員） 
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そうですね。沖縄県の他の会議とかでも、離島過疎地域というような言い方でもいいのか

もしれません。 

 

（宮平委員長） 

そうですね。離島過疎地域で必要な取組という形にすると、いいかなというところですね。

他にどうぞ。これは全体のスキーム図になっていますので、ご覧になっていただいて後でま

た細かなところが出てきます。 

先程の求められる、必要とされる能力の中で「学力・金融リテラシー」、ここだけが非常

に具体的な文言になっているんですよね。これは非認知能力のことを言っているんですよ

ね、学力と金融リテラシーというのは。もう少し改善しなきゃいけないかなと思いますね。

はい、平田委員、どうぞお願いします。 

 

（平田委員） 

よろしくお願いします。僕が気になったのは、関係機関の連携のところになるんですけれ

ど、今プラットフォームづくりの中で 1 点だけ。「企業組織と教育機関の連携」、それから

「企業組織と地域の連携」、「教育機関と地域の連携」とあるんですけれど、例えばこの間来

話しているように、那覇市教育委員会が以前やった専門家講師派遣事業みたいな形で、学校

の先生たちの専門的な部分を補う、そういう専門家を派遣するという取組を、教育委員会が

中心でやったりすると結構いいかなと思うんですよね。 

ただし、教育委員会という言い方をするとちょっとあれなので、やっぱり教育機関と、例

えば専門的要素を要する皆さんとの連携だとか、そういうような形はどうかなと。つまり、

芸術家だったり或いは企業の社長さんだったり、これまでもやっていると思うんですけれ

ど、那覇市教育委員会がやって良い成果をあげたのに、意外に他の市町村は真似ないんです

よね。ですから、そういう事例は結構、成功事例という形で広く紹介していくというならば。

もしかして成功事例じゃなかったのかなとふと思ったりしますけれど、今話しながらドキ

ッとしましたが、いや、そんなことはない。きっとかなり良い成果があると思います。 

つまり、このプラットフォームの関係機関の連携の中で重要なことは、ミスマッチがある

ほうが面白いという言葉があるみたいに、意外に異なるもの同士のせめぎ合いやぶつかり

合いから新しい文化というのは生まれてくるというか、異文化の中からのせめぎ合いが新

たな文化を生み出すことがありますので、沖縄的な人材育成文化を作るという意味でいう

ならば、異なるもの同士のマッチングというんでしょうか、ジョイントというかコラボとい

うか、それは非常に重要かなと思っていますので、関係機関の連携の中にぜひそういった取

組はどうかなというふうに思っています。以上です。今出されている課題に関しては、僕は

ちょっと答えを持ち合わせていないのですが、今のところそんな感じです。 

 

（宮平委員長） 
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はい。ジョイント、タックヮーセーやチャンプルー文化ですね。 

 

（平田委員） 

チャンプルー福祉という言葉も今ありますけれどね。要するに、よく言われているのは世

代を超えた、学童のようなところと介護施設が一緒になったみたいなこととかは結構あっ

て、コロナでそういう機能がなかなか発揮できないというのが、逆に言うとタックヮーセー

文化の弱い部分ではあるんですけれども、アフターコロナの後は、これは沖縄らしい取組に

なっていくんじゃないかなと。まさにタックヮーセーができるといいなと。チャンプルーと

かですね、いいなと思っています。 

 

（宮平委員長） 

はい、他にどうぞ。今のスキーム図で。ちょっともう一つ、気になるのは、高等教育機関

で必要な取組、「ＩＴ技術の習得」とあるのですが、金城委員、ＩＴ技術といった場合に、

どんなイメージを持たれますか。お願いします。 

 

（金城委員） 

 すみません。さっきのプラットフォームづくりの方もちょっと話したかったんですけれ

ど、まず「ＩＴ技術の習得」のところ、もう少し具体的なスライドがあったので、あちらの

方で発言しようかなと思っていたんですけれども。ＩＴ技術と言ってしまうと結構限定的

なイメージを持ってしまうかなというのは、ちょっと懸念していました。はい、これですね。

ここのところで、確かにネットを使える技術とかは必要になってくるとは思うんですけれ

ども、それをＩＴ技術という書き方をするのは、イメージ的に限定されちゃうんじゃないか

なと。じゃあ、上手い言葉は何だろうというのは、もしかしたら、山崎委員の方がお詳しい

んじゃないかなと思いながら、考えていたんですけれど。 

あとは、「理系的専門知識の習得の場の拡大」というところで、これは別に理系学科を創設

しなくても、以前名桜大学や沖国大とかで非常勤をやっていたことがあるのですが、実際に

プログラミングとか授業されていますよね。情報リテラシーの授業とかがあったりするの

で、別に創設する必要はなくて、ただ科目として新設すればいいだけなんじゃないかなとい

うふうにちょっと思いました。ＩＴに関しては以上です。 

 

（宮平委員長） 

山崎委員からＤＱの方が良いんじゃないかということで。はい、山崎委員。 

 

（山崎委員） 

多分、ここに書いたＩＴ技術というのはテクノロジーが発展していくから、ある程度みん

なが知っておいた方がいいよねという意図だと思うんですよ。かと言って、プログラミング



11 
 

できるように全員がならなきゃいけないかというとそうじゃないと思うので、コンピュー

タとして向き合うときに、最低限、人間として知っておく必要のあるスキルというのがＤＱ

だと思っているので、これは日本が今一番国際的には取り残されているスキルだと思うの

で、そこは、せっかくやるのであれば非認知能力と合わせて持っていると望ましいスキルと

して推進していいんじゃないかなと思います。 

 

（宮平委員長） 

あともう一つはデジタル志向とかシステム思考、これかなと思うんですね。さっき金城委

員からもあったんですけれど、理系文系と分けているのは日本ぐらいなもんなんですよね。

よく言われているのは、観察して、その中から共通性を見出すような観察力、それをデータ

に落とし込んでいくデータサイエンス、そしてそれを使っていくＤＸというイメージです。

ですから、ここは、別の表記が望ましいと考えています。他の委員の先生方いかがでしょう

か。小島委員とか或いは有木委員とか平良副委員長とか、実際に現場で働いている委員の先

生方から、もうちょっと意見を聴取したいと思いますが、よろしくお願いします。 

 

（小島委員） 

はい、名前を挙げていただきましたので。私もここはＩＴ技術というよりは、今、宮平委

員長からもありましたように、デジタルサイエンスとかＤＸとか、そういった分野を含むＩ

Ｔリテラシー全般、それがＤＱという言葉なのかもしれないですけれど、その方がいいかな

というふうに思っていました。データサイエンスは今いろんな大学で、文系でも必要な能力

として取組が進んでいるので、あるといいのかなというふうに思いました。あと、他の話も

ちょっといいですか。 

 

（宮平委員長） 

どうぞ、お願いします。 

 

（小島委員） 

先程あった離島過疎地域、小規模自治体のところの話なんですけれど、ちょっと見方とい

うか切り口を変えちゃうんですが、どういう人材が、どういう能力が必要かということとと

もに、離島過疎地域ならではの必要な職業というか、そういうものもあるんじゃないかなと

思っていて、わかりやすい例で言うと、離島のお医者さんをどう確保するか。今回コロナで

エッセンシャルワーカーというキーワードが広まったと思うんですけれど、やっぱり島で

住み続けるためには、それを支える能力、職種の方というのをしっかり確保していく必要が

ありますし、その人たちが離島で住み続けられる、活動し続けられるような取組も必要なの

かなと。それは結構沖縄の特徴として打ち出せるんじゃないかなと思っています。離島の医

者については、本学でも離島枠を作って、医学部への入学や卒業後の制度なんかもあるんで



12 
 

すけれども、それ以外のエッセンシャルワーカーと言われる人たちについても、何もなくて

も十分確保できているのであれば問題ないので、そこは確認ができればいいレベルだと思

うのですが、そもそも島が外と繋がり続けるために、航空とか航路とかといったものを維持

する人、特に離島航空路を維持するパイロットについては、パイロット全般が 2030 年問題

で取り合いになるようなことも言われているので、しっかり確保し続けていけるような取

組なんかも、能力ではなくて職業になってしまうのでちょっと切り口が変わってしまうん

ですけれども、あってもいいのかなというふうに思いました。 

あと、先程来ありますプラットフォームのところですね。キーワードとして出させていた

だいたので、ここも少し触れた方がいいのかなと思っているのですが。これ自体、文科省の

方が中央教育審議会等でも言っている議論なので、特に沖縄だけに必要な、沖縄が特区とし

てやらないといけないような話ではないんですけれども、そもそも、大学や高等教育機関が

地域にとって、地域の課題解決等を実際に担ったり、それを担える人材育成をもっとやって

いけたらいいんじゃないかというのが背景にあります。具体的には、わかりやすい指摘でい

うと、定員割れしている学部とか、公開講座だけれど全然人が集まらないとか、そういった

もの、これは地域のニーズをちゃんと踏まえた設定ができていないんじゃないか。もっと地

域のニーズに合った学部学科コースの設置や、あとは公開講座と言いましたけれども、研修

会とか講師の派遣とか、そういったニーズのマッチングなんかをしっかりとやっていく必

要があるんじゃないかみたいなところがあろうかと思います。中央教育審議会の中では、地

域のニーズを徹底的に関係者で議論しろというふうに言われていて、その上で、教育プログ

ラムを作る、それも正直、大学の中だけでできないところもありますし、大学以外の公的機

関が実施している研修とか講習会とかというのもたくさんあるので、そういうものとうま

く役割を分担しながら、もしくは連携して一緒にやりながらやっていけば、人も少ない中よ

り効率的にできるんじゃないかというような背景があるというふうに私は認識しています

ので、今回いろいろな、何々と何々の連携というのが、項目として分けて書いていただいて

いるんですけれど、そもそもが関係各者が集まって徹底的にというか、まずは課題とか問題

とかを議論するような場というのが必要だよねというのが、前段のプラットフォームなの

かなと。その上で、分けていただいているように「この部分については、こことここが一緒

にやるといいよね」みたいなレベルに落とし込んでいくのかなというふうに思っています。 

あと、新しい振興計画の中で、大学を活用したというか大学と連携した地域課題の解決と

いうのが、ＫＰＩにも位置付けられています。実際、先行しているものとしては、大学発Ｓ

ＤＧｓ社会課題解決研究パイロット事業みたいな、ちょっと名前が長いんですけれど、があ

って本学の教員も取り組んでいるんですが、同じようにＳＤＧｓを考える研修とか、もしく

は教育プログラムを一緒に作り上げていく、ＳＤＧｓに限らず社会課題の解決を担う人材

を育成する教育プログラムを一緒に作っていくというレベルですね、というのもあるのか

なと思っていて、そういったものがプラットフォームの中で議論できればと思っています。 

あと合わせて、行政に求められる支援のところでは、今言ったようなものを徹底的に支援
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してくださいというのが希望なんですけれど、私も行政にいたので「じゃあどの範囲をやれ

ばいいの、どの範囲を支援するの」と範囲を規定しないと、税金を使う事業になりますので

整理がつかなくなってしまうんですけれども、その範囲も含めてプラットフォームで議論

するというのが一つやり方としてはあるのかなと思っていますので、そのためにも、横断的

に見られる部署があって、目指すべき将来像を共有する、そういう取組と一緒になってやっ

ていければいいのかなと思いました。すみません、ちょっと長くなりましたが、いろいろな

分野でちょっと気になったところ、発言させていただきました。ありがとうございます。 

 

（宮平委員長） 

ありがとうございます。今の徹底的に議論する場というのが、結局パブリックな意見を集

めていって、そのような事業に税金を投じるべきであるという根拠付けになるのかなとい

うふうに思うんですけれど、小島委員、そんなイメージでよろしいでしょうか。 

 

（小島委員） 

そうですね。やはり税金を使うのに、とんちんかんなことをやってはいけないので、税金

を使ってやるからには、「この分野が足りないよ」、もしくは「こういう取組、この程度まで

はやろう」というような範囲づけが要るかなと思います。 

 

（宮平委員長） 

先程出ましたＫＰＩであるとかＫＧＩとか、そういったものを設定していくということ

にも繋がってきますからね。 

 

（小島委員） 

はい。それがまたエビデンスにもなるのかなと思います。 

 

（宮平委員長） 

わかりました。はい、有木委員、お願いします。 

 

（有木委員） 

最初のサマリーのシートのところで、先程、山崎委員がおっしゃっていたことに非常に共

感していまして、前回、喜屋武委員がおっしゃっていた短期・中期・長期という、これはま

さにここに書いてある、「立場や業種によって求められる能力」と「全ての人に求められる

能力」と、あと、そもそも社会に出る前に必要な能力と別のものではないと思っていまして、

ちょっとこのサマリーシートにまとめるのは難しいかもしれないんですけれど、何かマト

リックス的にこの能力を、社会に出る前、社会人として必要な能力、それから立場や業種に

よって求められる能力と、いかに進化していくかということなのかなというふうに感じま
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した。そこがちょっと私も今、うまく整理できないままなんですけれど、例えばコミュニケ

ーションスキルみたいなものも、子供の頃から必要なものもあれば、会社に入って必要なも

の、今度はマネジメントをしていくとか、接客をしていくとか、それによってまた必要な能

力もあると思うので、どういうふうにステップを上がっていくかという、この整理が多分必

要なんだろうなというふうに思うと、学力とか金融リテラシーみたいなものも、それで整理

がついていくのかなと。やっぱりお金の勉強もきっと子供の頃から必要ですし、そういうふ

うに整理ができるのかなと思いました。 

その延長上でもあるかもしれないんですけれど、「ＩＴ技術の習得」というのも、ちょっ

とここに言葉が入ると、やっぱり言葉が大きすぎるなというふうに思いまして、ちょっと私

が日々感じていることで、具体的なお話をすると、我々、多くのいわゆる個人事業主さんと

取引をさせていただいている中で、いわゆるＩＴリテラシーというのはめちゃくちゃ低い

んですよ。数年前まで、「インターネットとは」とか、「ＷｉＦｉとは」とか、そこからご説

明をしないと、いわゆる事業主さんのＤＸ化は進められなかったというような。もちろん今、

若者は変わってきていますけれど、でもベースとしてのリテラシーをどう上げていくかと

いうところなのかなというふうに思いましたので、技術というよりかリテラシーとかそう

いう言葉の方がいいのかなというふうに思いました。以上です。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございました。 

 

（有木委員） 

すみません。それで、さっき、「全ての人に求められる能力」というワードのところで議

論になっていたかと思うんですけれど、社会に入って活用する能力とか、伸ばしていく能力

とか、もしかしたらそういうワードの方がしっくりくるのかなというふうにも思いました。 

 

（宮平委員長） 

今、有木委員が進化する能力と言っていたので、進化する能力なのかなという感じがしま

した。進化させた方がいい能力みたいな、そんな感じですかね。 

 

（有木委員） 

学んだものを社会に出て活用していくという、活用しながら進化していくという。うまく

言葉がまとめられないんですけれど。 

 

（宮平委員長） 

そうですね。要するにそれぞれ人は持っている能力が違うんですけれども、その持ってい

る能力をベースにしてさらに上積みしていくような、活用しながらですね、そういったイメ
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ージでお話なさっているのかなと思ったんですけれどね。 

 

（有木委員） 

 はい。 

 

（宮平委員長） 

だとしたら、進化活用、活用できる能力にしますかね。この辺は走りながら考えていくと

いうのも重要ですよね。ここは、ちょっとまた後で議論したいと思いますけれど。平良副委

員長、いかがですか。 

 

（平良副委員長） 

はい、ありがとうございます。私もちょっと一つ、「全ての人に求められる能力」の中に

記載のある「人のために働く力」というところにちょっと着目しまして、詳細のページを拝

見するとそこにボランティア活動という取組があったんですけれども、やっぱり孤立させ

ないだとか、こういう環境を作っていくという取組を、例えばボランティア活動に置き換え

た場合、2ページの表で、具体的な取組内容の表の方にはボランティア活動というのを一つ

明記しても良いのかなというふうに感じました。そうすると、そのボランティア活動を支え

るための関係する組織だとか関係機関というのが、ちょっと今まだビジネス側に向いてい

る取組になっているのかなというふうにも思ったので、やはり心の安定性だとか社会幸福

度を向上させるというところに資する活動が、一つボランティア活動ともう一個、個別にピ

ックアップしても良いのかなというふうにちょっと思いました。それを具現化する関係組

織。組織じゃないのかな、地域なのかしら。それを盛り込んでも良いのかなというのをちょ

っと感じました。以上です。 

 

（宮平委員長） 

ありがとうございます。上地委員、いかがですか。最初のプラットフォームの方、スキー

ム図ですね。 

 

（上地委員） 

この中で「小規模離島、過疎地域等で必要な取組」という中で、私自身もずっと関わって

いるところで、産業人材というものを育成しなければ、確かにエッセンシャルワーカーとい

うのが必要であると同時に日々の生活を離島で維持し持続していくためには、やっぱり何

らかの産業活動というのは不可欠だと思うので、ここら辺が必要な取組の一つなのではな

いのかなと思います。私自身も県内の全離島、それから全国の 200 近い地域も回っているん

ですけれども、その中で地域の特産品や地域の産業を作っていくという取組の時に、そこが

欠けているというところがあって、この産業人材の不足をどうやって補っていくのか。そう
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いう地域ほどほとんど商工会地域と呼ばれるところなんですけれども、商工会の経営指導

員だけでは、そこが全然補えていないので、いろんな専門家を呼んで取り組んでいるわけで

すけれども。ちょっと具体的になると、例えば西表島とか、南大東島の方の産業育成に関わ

ったリューセロの亡くなられた知念さんとか、そういう方々の離島地域での働きかけや指

導というのが非常に活きたという事例もありましたので、そこで生まれてくる産業が、その

地域の離島の経済発展にも繋がっているのかなという気もしていて。離島はほとんど小規

模事業者、或いは個人事業者が多いものですから、そこの産業をどう育てるかというのは、

まさにその地域の生活そのものを左右していくと思いますので、そういう人材が離島や過

疎地域で育っていければ、すごくいいと思うんです。 

そういう意味で、関係機関との連携というところでも、いろんな企業関係、そういう事業

所関係との連携というのも必要になってくると思うんですね。その時に、商工会もそうなん

ですけれど、沖縄で言えば経営者協会とか、経済同友会とか、特に中小企業家同友会とか、

かなり人材育成に力を入れているので、そういう経営者の団体との関係づくりというのは、

とても必要になってくるのではないかなというふうに思います。 

あとは、ほとんど皆さんがおっしゃったのと同じで、やっぱり「全ての人に求められる能

力」というのは、圧迫感というか、強制的なイメージをどうしてもどこかに感じてしまうと

ころがあるので、表現は何がいいのかというのは今すぐには出てこないんですけれども、こ

こは「求められる」という言葉ではないのかなという気はします。今のところ以上です。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございます。やっぱり小規模地域とかその辺で、先程来、出ていますエ

ッセンシャルワーカーとか中心的役割を担う人材とか、ここをどういうふうに落とし込ん

でいくかということですね、解決の策の落とし込みですけれども。うまくいっている事案と

しては、一つは徳島県の神山ワークスですかね。そこが、非常にいいことをやっていたりし

て。あと離島地域だと、島根県の海士町ですか。あそこは働き方についても、面白い取組を

していますよね。小さい地域ですから、どうしても専門職なんかできないので、ある時は漁

協の職員、あるときは農協の職員、あるときはという形で、要するに現代版百姓ですよね。

現代版百姓というものをやったりしているんですけれど、その辺について鯨本委員、知見が

ありましたら教えてください。 

 

（鯨本委員） 

はい。今聞きながら、来るかなと思っていました。今おっしゃっていたのは海士町複業協

同組合の話ですね。やはり小規模地域ですとか、一つのスキルとか一つの仕事だけで食べて

いくというのがなかなか難しいという背景もあるんですけれども、ちょっとした仕事がた

くさんあるというのは事実としてあるので、一人の人がいくつもの仕事をできるというよ

うな状態で複業組合というのは近年始まっていて、海士町で導入されて、そのあと沖永良部
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島とか、そういったところの広がりは見えています。海士町の裏側の動きとかを拝見してい

るとやはりそういう仕組みづくりができる人がいたりします。しかもその仕組みを作って

動かす時に動かせる人もいます。ですから、そういうとても優秀な方々がいて初めて実現し

ている仕組みだったりはしますので、そういったものを今ここで書かれている具体的な取

組のところ、誰がいたらいいのかみたいなところで言いますと、そういう優れた方がいらっ

しゃらないといいますか、やる気のある方は当然いらっしゃるんですけれども、専門的な知

識を有しない。そういう地域人材がいらっしゃるところに対しては、いわゆる地域を運営す

る立場にある人、地域のキーマンとか、先程、上地委員がおっしゃった産業人材の中核にな

る方とか、そういう人に対して、その人が持っていない能力を持っている専門家との連携と

いうのをつくれないかなと思います。実際、その専門家という方は本当に優秀な方が良いで

す。難しいんですけれども、地域づくりの界隈でも本当に様々な方がいるんですけれども、

下手にマッチングしてしまうと混乱をきたして、むしろ地域にとってマイナスな動きに発

展したりすることもあるんですね。小規模地域というのは良いように動けばその効果も早

く出るんですけれど悪いように動いたときの効果もすごい。マッチングに関しては、国土交

通省が「しまっちんぐ」というようなマッチングイベントを行ったりしていますけれども、

その「しまっちんぐ」の背景でもコーディネーターという人間が、細かく地域の課題を拾い

上げて、かつ反対側にいる企業の方々にお繋ぎする時の間に入るだとか、そういうこともさ

せていただいていたりするんですが、そういうマッチングをする時、誰と誰が繋がるという

時にはその間で仲介をする人というところはまた別になってくるのかなと思っています。

ですから、ここに書こうとすると長くなってしまうんですけれど、今「しまっちんぐ」と書

いてもらっているので、そのような動きはあっていいのかなと思います。 

あと、ちょっと加えてなんですけれども、離島地域、過疎地域のところで人材交流の促進

に関しては、さっきの地域人材の育成・確保と同じなんですけれど、人とか情報が集まるプ

ラットフォームとコミュニティというのはたくさん存在しています。ですので、そういった

ところとの連携というのも一つあるのかなと思います。 

あと「基礎的スキルの習得」というのは、さっき有木委員がおっしゃっていたように、や

はりＩＴリテラシーという点で言うと、地域の方には「ＷｉＦｉってどうやって繋いだらい

いのか」みたいなところで、いまだに悩まれている方がたくさんいらっしゃるんです。そう

いう方が集まる場所、例えば公民館みたいな自治組織の公共的なスペースと教育プラット

フォームの連携とか、そういったことで地域住民が基礎的スキルを習得できるような場と

いうのが作られるのは一ついいかなと思います。以上です。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございました。先程、鯨本委員が、マッチングする際には優秀な人じゃ

ないと駄目というようなお話があったのですが、これは離島地域に限らず、いろんなもので

も、やはりマッチングできる人が優秀じゃないと場が混乱するし、収拾が付かなくなります。 
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他に、新崎委員、どうですか。また振り返ってみて。いろんなところが出てきたと思うの

ですが、よろしくお願いします。 

他に、新崎委員、どうですか。また振り返ってみて。いろんなところが出てきたと思うの

ですが、よろしくお願いします。 

 

（新崎委員） 

先程お話の中で、「全ての人に求められる能力」のボランティア活動とか、地域貢献とか

社会貢献活動を入れたらどうかというのがあったんですけれども、以前、事務局のヒアリン

グの時に、リクルートさんの方がオリンピックの時に調査をした内容で『個人のキャリアを

豊かにする企業の社会貢献活動』ということで、こういった内容を元に企業さんの評価とか、

職員の人事とか、そういったものの考課をつけているとあったんですけれども、こういった

部分を含めて、そういった社会貢献活動、地域活動が個人のスキルアップ、またさっき言っ

た「全ての人に求められる能力」という形にするのかどうかもそうですけれども、そういっ

た機会として活用できたらなというところがありました。 

あと、先程のプラットフォームの部分、組織の部分ですけれど、やっぱりプラットフォー

ムという形式ではなくて、そういった協議をする場という認識を、今回の関係機関の連携の

基本的な部分としてプラットフォームを設けていただくと、例えばプラットフォームはさ

っき言った小規模地域にももちろんありますし、学校の中、企業間、地域でもあると思いま

すので、そういった関係機関だけが集まったプラットフォーム、また関係機関を連携するだ

けのプラットフォームではなくて、そういった協議の場をいろんなところにつくっていく

という基本的なスタンスでプラットフォームづくりというのを提案した方がいいのかなと

いうのは認識としてあります。以上です。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございます。ここも先程、小島委員と鯨本委員の話にもあったんですけ

れども、徹底的に議論する上ではやはりそれを議論するためにも、様々なマナーであるとか、

ルールづくりであるとか、そういったことも考えてやらないといけないかなと思います。で

すからここは 2 ページ目の最初のスキーム図に戻るんですけれども、やはり皆で議論して

いって「アイディアを生み出し、具体化し、実現する力」とか、そういったのと関連が深く

なってきているような感じがしますね。とりあえず、このスキーム図は、こういった形にし

ておいて後で振り返りたいと思います。 

次に 5 ページ目をご覧ください。書きぶりとかといったところで名前はちょっと変わり

ますけれども、ご覧になっていただいて、おっしゃった内容と違っているところ或いは改善

した方がいいかなと思うところがございましたら、ご指摘のほどよろしくお願いします。こ

こは、先程、有木委員のところで、走りながら考えていって高めていければいいというとこ

ろですね。ということは、まずはやっぱり自己を認識して自分の持っている長所は何ぞやと
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いうようなところがないというので、「自己分析力」、「セルフプロデュース力」、セルフチェ

ック力と言ってもいいんですかね。そういったようなことですね。どうやって自分の長所と

か短所なんかを理解できるんだろうかというような前提条件も考えないといけないのかな

と思いますが、やはりここはボランティア活動であったり、異業種交流であったり、そうい

った中で、自己認識し、長所を伸ばすとか、そういったことができるんでしょうかね。その

辺について、お聞きしたいと思いますが。どなたかどうぞ、ご発言のほど。はい、山崎委員

お願いします。 

 

（山崎委員） 

自己認識の部分と、次の好奇心というところに関連してくるんですけれど、さっきの地域

連携のところと合わせて、できるできないは置いておいて話すんですけれど。日本は文系理

系を中学 1 年生、2 年生ぐらいからイメージし始めて高校の時に決めちゃうじゃないです

か。自分が何か好奇心を持ったときに、変えていいんだよという社会からのメッセージって

すごく大事だと思っているんです。「あなたの夢は何」と言って、そんな何十年後の夢なん

て、12 歳とか 13 歳が答えられなくて当たり前だと思うんですよ。それよりも今目の前のこ

れが好きとか、これをやりたいという気持ちを大事にしてあげる社会のメッセージが大事

かなと思っています。なので、じゃあ何が今具体的にというと、連携という時に、沖縄県全

体じゃ難しいかもしれないんですけれど、実験校じゃないですが、学校と学校の連携とかで

きないかなと思っていて、高校とかに入った時に、「普通校に入りました、専門校に入りま

した、高専に入りました。卒業までそこでずっと勉強します」ではなく、自分が何かやって

いる時に興味を持ったら、「農業高校をちょっと覗きに行きたいな」と。それが講座として

取得したポイントになるのかどうか、僕、学校現場を知らずに言っているので、「お前、何

言っているんだよ」という話かもしれないんですけれど、でも例えば、高専の学生が情報を

すごく学んでいって、「これって、ちょっと水産高校の件で交わってみたいな」という時に

1 ヶ月間、水産高校で学べるとか。地域で教育機関が連携したら、子供の好奇心をもっと育

めないかなと勝手に思っていますという、すごく乱暴な、できるできないは置いておいて言

っているんですけれどね。ごめんなさい。議論が的を射ているかどうかわからないんですけ

れど、常にそこが気になっているので。社会的に枠組みが余りにも固定化されちゃっていて、

こういう議論をするときに、子供たちがどうやって好奇心を育めるんだろうというのが、そ

れを奪うというか諦めることばかり教えちゃっているような気がしていて、そこを変えた

いという思いがありました。 

 

（宮平委員長） 

なるほど。喜屋武委員が喜んでいらっしゃるので。多分、発言したがっていると思います

ので、よろしくお願いします。 
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（喜屋武委員） 

はい、ありがとうございます。この会議の中でよく理系文系の話が出ているんですけれど、

今、国も理系文系という考え方をもうやめようという動きになっているんですね。ちょうど

今、私、経済産業省の「未来の教室」の STEAM ライブラリーという事業に関わっています。

これは、要するに理系文系という考え方ではなくて、価値創造を高めるために総合値とか、

分野横断的な学びというものをやっていこうということで始めている取組なんですけれど、

詳しいことは内閣府の「総合科学技術・イノベーション会議」というところの報告書が出て

いますので、そこにも少し関わっているので、ちょっとそのお話をさせていただくんですけ

れど、結局、子供たちの興味を高めるためには、教科だけで分けたりとかするのではなくて、

国語がわかったり経済がわかったり芸術がわかったりする中で、自分でイノベーションし

ていくとか、自分で作っていく探求の学びをしていこうというふうな流れが始まっている

ので、今回の万国津梁会議の報告書もそうなんですけれど、そういう、子供時代から大人に

なっても探求していく力とか、それを活用していく力とか、それをマネジメントしていく力

をつけていくためにはどうしたらいいかというベースでお話をしていったつもりだったん

ですけれど。 

最初の話に戻ってしまうんですけれど、これをサマリーにすると、その思いがまた横断し

ていなくて分断されているのをどういうふうにしたらいいのかなと、この数ヶ月皆さんと

わくわくして話していることが形になった時に、そのわくわくが消えているので、何とか工

夫した書き方ができるといいなというふうに、とても感じながらお話をしています。なので、

ぜひゴールは何なのかというところをもう少し、今回幸福というところはあるんですけれ

ど、もうちょっと具体的に沖縄県民が何を持ったら幸福になるんだろうとかというところ

が、少しふわっとした書き方になっているかなと思っています。時代の流れとかいろんなも

のがすごく動いているんですけれど、この形にした時には、ちょっと言葉が乱暴で申し訳な

いんですけれど、少し古い感じの言い回しになっていたりするところもあるので、ここら辺

をもう少し工夫できたらいいなと、サマリーとかを見ていて感じているところです。 

 

（宮平委員長） 

すみません。大体、学者というのは分析する。分析って分断なんですよね。癖なのかなと

いうのがあって、上江洲さんからいただいた時に、2の方に幸福度であるとかいろんなもの

を設けさせていただいたんですけれど、要するに、生涯を通じて自分らしく生きるというこ

とだと思うんですけれどね。そのためには何が必要かというと、やはり興味関心を持ち続け

る心がとても重要かなと思うんですよね。これが失われてしまったら、いくら外からおいし

いもの食べさせようと思っても、食いつきが悪いんじゃないのかなと。興味関心を常に持た

せるためにはどうすればいいのかとか、或いは大人になって、小中学校になったときに失い

かけている、今山崎委員がおっしゃっていたように失いかけている心を揺り動かすにはど

うすればいいのかと、非常に難しい目標です。でも、やれないことはないと思うんですよね。 



21 
 

 

（喜屋武委員） 

 そうだと思います。それが多分、プラットフォームとかでの議論が必要だし、今、実際私

が直接コーディネートさせていただいている宜野湾市さんとか久米島町とか伊江村、多良

間村、北中城村さんとかも、やっぱり中小企業家同友会の方だったり、社協の方だったり、

ＰＴＡの方だったり。宜野湾市だと沖国大の仲座先生とか、皆さん来て、宜野湾市に必要な

人材像は何ということで様々な角度から話していますし、そこに小学校、中学校、高校の先

生がいらっしゃるんですよ。その中で、先程、山崎委員がお話されていた学校間の交流とい

うのは、実際には難しいんですけれど、例えば宜野座村だったら、小学校でミシンの使い方

を一人一人先生が教えるのは大変だけれど、高校の家庭科クラブの子供たちが午後から入

ってきて小学生一人一人をサポートしようと、そこで話が盛り上がってくるんですよ。こう

いうのを沖縄県は今、市町村でやっているので、こういうのをもっと県としてやるんだよと

いうプラットフォームづくりだと私は認識しているので、その小さな種はいっぱい植えら

れているし、沖縄のゆいまーる精神とか、タックヮーセー文化というのはあるので、ここが

うまくペーパーに綺麗に落とし込められたらいいなと思うし、平田委員がお話された「じん

ぶん」の話とかというちょっとキャッチーなキーワードとかも、ポコポコ入れていくと沖縄

らしいし、もしかしたら海士町に負けていない宝物が沖縄にはたくさんあるんじゃないか

なというふうには感じます。 

 

（宮平委員長） 

そうですね。先程の、今回のプラットフォームは「じんぶん」という言葉をあまり使って

いないです、出ていないです。 

 

（喜屋武委員） 

そうなんです。あの時に話していたキャッチーとかわくわくするのが削ぎ落とされちゃ

った感じになっちゃって、ちょっと寂しい感じです。 

 

（宮平委員長） 

 そうそう。「ちむどんどん」とかという言葉を使っていたんですけれどね、平田委員。ど

こに行ったんだろうかと。もう 1 回、2ページ目を見せてもらえますか。ここですね。特に

行政に求められているものとして、この前、平田委員がお話していた中には、プログラムと

しては「ちむどんどん」であるとか、おっしゃっていましたよね。議事録を見ないと、ちょ

っと私も忘れてしまっているのですが。 

 

（平田委員） 

そうそう、そうでした。「じんぶん」とか「りっかりっか」とか「ちむどんどん」とかだ
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ったような。要するにあれは、基本があって応用があってみたいな。先程来、出ている中期・

長期とかとちょっと似ているんですけれど、基本があって、それが総合学習的なものであっ

たとするならば、今度は専門的な学びに行くというところで、それが実践とか応用みたいな。

基礎を学んで、実践をして、応用という大体三つのパターンですよね。だから、それを確か

「じんぶん」とか、実践なので「りっか」とか「ちむどんどん」と言ったような気がします

ね。 

 

（宮平委員長） 

例えば、平田委員、委員の皆さんにもお聞きしたいんですけれど、ここの右側の「社会人

に必要な能力」として、「全ての人に求められる能力」を「じんぶん」と言ったらどうです

か。 

 

（平田委員） 

そうですね。すごく面白いと思うんですね。いわゆるコードネームというんですかね。よ

く通称というか、みんなで略して言うじゃないですか。例えば、「阿麻和利」だと「きむた

か」とかと言いますし。そういうキーワードがやっぱり重要ですよね。先程、喜屋武委員が

おっしゃったように。 

 

（宮平委員長） 

やっぱり「じんぶん」のことを言っていますよね。 

 

（平田委員） 

 「全ての人に求められる能力」が「じんぶん」なのかな。「立場や業種によって求められ

る能力」というのが、何でしょうね。 

 

（宮平委員長） 

「りっかりっか」じゃないですか。 

 

（平田委員） 

そうですね。そういう部分になるんですかね。 

 

（宮平委員長） 

具体的なものは何かというと、やっぱり次は「きむたか」になるのか、そんな感じがしま

すけれども、この辺、上地委員どうですか。要するに、活用できる能力が「じんぶん力」、

上の方が「りっかりっか」なのかなという感じがするんですけれども、上地委員どうでしょ

うか。 
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（上地委員） 

 すみません。私自身も、今、平田委員の発言がとてもいいなというふうに思っていまして。

実際に地域で特産品の開発とか、いろいろとお話させていただくときに、私も「じんぶん」

という言葉や「ちむどんどん」という言葉はずっと何十年も使ってきているんですね。やっ

ぱり地域の「じんぶん」を活用しないと、地域の資源を本当に価値あるものに変えていけな

いということが実際にあるものですから、いわゆる地域資源を活用して産業化していく場

合にはどうしても、そこで培われてきた伝統的な「じんぶん」というのが一番必要なんです

よね。そういう意味では、まさに「じんぶん」という言葉を使うということは、この事業の

場合、必要なのかなというふうに思います。 

 

（宮平委員長） 

そうすると沖縄らしさも醸成されますし、いいのかなと思ったりしますね。他の先生方、

いかがですか。平良副委員長、いかがですか。 

 

（平良副委員長） 

先程から理系文系の話が出ているので、ちょっとここにコメントさせていただくと、この

キーワードは私がちょっとこだわっていたところがあったので、事務局の方が反映してく

ださったのかなと思っているんですけれども。先程から委員の皆様のご意見をお伺いして

いて、確かに今は理系も文系もないというところ、昨年度から議論しておりますので承知し

ている一方で、すごく企業側の、特に沖縄県のプロパーの人間が、ある意味、本土の大企業

の中で何十年とサラリーマンとして仕事に従事していく中で、地域の人間がその企業の中

でヘッドをとっていく、いわゆる社長になる、役員になる、重要な職種を担っていくという

ことを、産業人材の最終形とは言わないかもしれませんけれど、一つの成功事例として考え

たときに、どうしてもある一定レベルの役職水準以上になると学力というところが求めら

れてきます。その中で理系というふうに、あえて私が発言させていただいた背景というのは、

沖縄県はその中でも、例えば自然科学であったり、先程から出ているＩＴ人材の育成であっ

たり、当然医療だとか薬学部、そういったところの分野に非常にビジネスチャンスがある島

なんじゃないかと思っています。けれども、こういった学ぶ機会が県内では少ないのではな

いかということを、今、非常に感じているところがありました。優秀な中学生、高校生は大

学選択時に県外に行ってしまいます。そのまま県外の企業で就職して沖縄になかなか帰っ

てこない。やっぱりこういったところは沖縄県の企業人材をさらに拡大していくために、ち

ょっともったいないなというふうにすごく感じているところでした。 

なので、皆さんがおっしゃっているとわかっていて、あえて、こういった理工系の主な学

部で活躍でき、かつその専門の人材、沖縄県の産業界の発展に資する若者が育成できるので

あれば、もう少し裾野を広げたそういった学部、もしくは学科、先程、学部じゃなくてもい
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いんじゃないか、科目の新設でいいんじゃないかというご意見もあったと思うんですけれ

ども、そういったことを学べる敷居の低い、どこでもこういった技術・知識が学べる、或い

は学んだものがちゃんと卒業資格として認定される、そういった機会があってもいいんじ

ゃないかと。もしかすると県内の学部新設じゃなくて、インターネット等で他県、或いは海

外の学校で、オンラインでの資格取得ということができる環境が、今よりもあった方がいい

のではないかと、今でも思っております。なので、理系というふうに言ってしまうと、ちょ

っと誤解を生じさせてしまうんですけれども、どちらかというと、やっぱり理工学部系に重

きを置いた分野での人材育成は力を入れてもいいんじゃないかなというふうに思っていた

ところです。ちょっとこの部分は私の方からコメントさせていただきます。 

 

（宮平委員長） 

理科系とかというのは汎用技術、応用技術が可能なレベルの分野なんですね。だから、こ

の辺が非常に我々、科学をやっている人間からすると、理系文系と言われると、ちょっと違

和感を感じるところなんですよね。科学は先程言っていましたように、システムがあってそ

のシステムを観察することによってデータが出て、そのデータを加工して、その加工したデ

ータが再現性が可能かどうかということで、我々は理系文系とか、或いは社会科学系という

ようなことを分けているものですから、今のお話を聞いていると、再現性の高い分野のお話

をなさっているところがありますね。そこをどうするかが問題ですね。そうした場合に、な

ぜ沖縄で工業系が発展しないかというと、非常に面積が狭いものですから工業技術を生か

したものというのは難しいんですね。ＩＴ系に関してはケーブルを経て繋がればできる可

能性があるんじゃないかということでＩＣＴ技術を県の方も積極的に導入しているという

背景があって、その辺りをどうするのかというのはまだまだ答えが出ていないようなとこ

ろがあったりします。山崎委員いかがですか。 

 

（山崎委員） 

まさに高等教育機関の役割はそこかなと思っているので、特にこれから、本当にＩＴリテ

ラシーとかその辺が一般化してくるので、テクノロジーが伸びれば伸びるほど、そこの専門

分野にものすごく秀でた方、これは別に情報系だけに限らない、バイオもそうだし、金融も

あるし、いろいろ分野があるんですけれど、磨いていくのは高等機関、大学も含めた、非常

に特殊な価値だと思っています。 

 

（宮平委員長） 

それで今は情報のやりとりであるとか、そういった組織化というのは国境を越えて、あち

らこちらでできるようになっているので、そういった意味では沖縄の可能性というのはあ

るというようなことは前から言われているところですよね。 
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（山崎委員） 

そうですね。だから、今せっかくそういうふうにどこでも情報が取れるので、興味を持っ

た人が取りに行ける状況ができているので、学校の中の枠に押さえ込まない方が、人の可能

性は伸びやすいと思うんですよね。県外の大学でも講義ができたりとか。 

 

（宮平委員長） 

そうですね。インターネットの開示がまさにその通りで、データはあるよと。それを利活

用するのは、これからは皆さん方の興味関心度と能力に関わってきますよというのが、最初、

インターネットが開放となった時の話になっていましたね。小島さんいかがですか。今の、

この辺り、高等教育に必要な取組について。 

 

（小島委員） 

私自身は理系出身なんですけれど、役所に入って技官として採用されたのですが、法律も

当然知らないといけないということで、技術力というよりは、というような経験もしたので、

分ける必要性はそんなに感じていないところはあります。また、現状、大学で共通教育を担

当しているんですけれども、共通教育の科目は理系も文系も、いろいろな学部関係なく受講

できるんですね。なので、一緒に勉強するという意味においては、あえて分ける必要はない

のかなとは思いますが、一方で、得意不得意はやっぱりあるのかなというのは、授業をやっ

ていて感じるところもあります。理系的な考え方ができるなというのは、理系の人間からち

ょっと色眼鏡で見ているところもあるのかもしれないんですけれど、やはり、少し理科を学

んでいると数字とかに対する抵抗力が少ないなとか、そういうところは正直あるので、その

辺りをどう今後捉えていくのかというところは、ちょっとまとまっていないのですが。私自

身の経験から言うと、そんなに差はなくていいのかなと思うんですけれど、現状は大学に入

ってくるまでの段階において、多少の差があって、そういうところを一緒に学ぶことで補っ

ていけるような環境になっているのかなと思っています。 

 

（宮平委員長） 

ここは、まず、「サイエンスリテラシー」であるとか、或いは尖った能力を伸ばしていく

とか、そんなイメージなのかなというふうに思います。「サイエンスリテラシー」。高等教育

ですね。 

 

（小島委員） 

 数字に対するアレルギーとか、そういうのはあるのかなと思いますね。 

 

（宮平委員長） 

そうですね、ありますね。特にこれは、文系理系に限らず、実は学習障害を抱えているお
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子さんがいると、どちらか一方には出てくる可能性があるんですね。数字に対してできない、

或いは図形に対してできないとか、いろんな悩みを抱えているのが 40 人に 1 人ぐらいいる

ということですので、一概にやってしまってはまたちょっと危険性があるということで。で

すから、ここはまず、いろんな能力を伸ばしていくという意味に広く捉えたらどうかなとい

うことですね。「サイエンスリテラシー」とか、そういったことかなと思いますね。 

あともう一つは、小島委員からもお話があったんですけれど、20 年前にアメリカの 30 ぐ

らいの大学を訪問し、アメリカの大学教育を伺うプログラムに参加しました。その時に言わ

れたのが、「何で日本は理系文系と分けているんだ」と。「そうすると、いろいろ発想が狭ま

ってしまって新しいものを生み出せないですよ」と。アメリカが失敗したことを何で日本は

やっているんだというようなことを言われたことがあって、それ以来、あまり理系文系とこ

だわらないほうがいいんじゃないかなというようなことを、あちこちで唱えているんです

けれども。 

それともう一つは、すぐに役立つ学問を出しなさいとかという、あれも、すぐに役立つ学

問はすぐに役立たなくなる学問になってしまいますのでね。そういった意味では興味関心

を高めていって研究し続ける、そして学び続ける力ということをやらないといけないとい

うふうなのが、私の考え方なんですけれど。 

すみません、ちょっと持論を言ってしまいましたけれども。こんなところなのかなと思い

ますけれど、そうすると先程、最初に山崎委員がおっしゃっているように興味関心を持たせ

続ける、生かし続ける、そういった落とし込みが重要かなと思います。今、大学でも自由選

択科目みたいなものがあるので、例えば、高校でも自由選択科目を作って、それは専門高校

で学んだものを読みかえるとか、或いはどこか他のところで学んだ、ボランティアで学んだ

ものを読みかえるとか、そういったこともあってもいいのかなと思いますね。そういった柔

軟な発想をやることによって興味関心を持ったところが深められるのかなというような、

ジャストアイディアですけれども、そういうようなことがあったりします。では有木委員、

どうぞ。手が挙がっていらっしゃいますので、よろしくお願いします。 

 

（有木委員） 

私もちょっと整理できないままお話してしまうんですけれど、平良副委員長のお話を聞

いて、なぜここに理工という言葉が出ていたのかがよく理解できました。私も世の中的には

いわゆる大手と言われる企業におりまして、私、出身が実は広島県福山市鞆の浦という『崖

の上のポニョ』の舞台になった、ものすごく田舎で育っているんですけれど、今お話を聞い

て思ったのは、理系なのか文系なのかとかというお話しというよりは、やっぱり必要なのは

最初の方にキーワードが出ていた「稼ぐ力」というところなのかなというふうに思っていま

して、沖縄は本当に人のためにとか地域のためにとか、すごく思いが強い一方で、稼ぐとか

競争するとかというようなところに対してのマインドというのは、さほど強くないかもし

れないなというふうに感じている中で、社会貢献もすごく大事ですけれど、どうやって稼ぎ
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に行くんだと。技術があっても、仮に企画力があっても、それがどう経済活動に繋がってい

くかみたいな、そういう考え方をどう鍛えていくかということがすごく大事なのかなとい

うのを、今お話を聞いていて感じました。答えは私もないんですけれど。 

 

（平良副委員長） 

ありがとうございます。本当にすごくハートは良くて、人当たりも良くコミュニケーショ

ンも良くて、皆をまとめていく力はすごくあるけれども、そもそもそこでビジネスを組み立

てていく、思考を鍛える、論理的に他者に話す、説明をしていく、理系脳と言ってしまうと

それこそ古臭くなってしまうんですけれども、物事を体系的に捉える力や、垂直思考という

のは、その学部を卒業している方がやっぱり強いというのが一つあると考えます。理系文系

と分けたいと言っているわけではなくて、そういった学問分野を専門的に学べる機会を多

く広く門戸を開くというのは、ある意味、そういう成長の機会に繋がるのかなと、そういう

意味での発言でした。ありがとうございました。 

 

（宮平委員長） 

そうしますと、先程の図を出してもらいたいのですが、ここでおっしゃりたいのは、要は、

社会を体系化し、ビジネス等に組織化できる力ということですかね。なぜ体系化が理系の人

が上手いかというと、そもそも理系の発想は何かというと、自然の中にはシステムがあって

システムを観察すると、それがデータとなってデータを組み立てていくと理論化ができる

という、そういった教育方法が取られているんですね。ですから必然的にというか教育の流

れからすると世の中をシステム的に考えようとする流れが出て来るのかなと。それを観察

してデータ化していって数理モデルとかに持っていく。そうすると世の中を体系化してい

って、数理モデルですから因果関係なんかで持っていきますから、ここを解決するといいん

だよというような発想が出てくるので、今、平良副委員長がおっしゃったようなことができ

るようになってくるのかなと思うんですけれども。そんな意味合いでしょうか、平良副委員

長。 

 

（平良副委員長） 

はい、そうですね。宮平委員長がおっしゃったように、課題をそもそも体系的に捉えて、

解決策を論理的に構築することができるというふうにも言い換えられるはずですので、今

の宮平委員長のご説明で良いかと思います。 

 

（宮平委員長） 

それをどういうふうに言うかについては、小島委員、どういうふうにまとめるとよろしい

でしょうかね。 
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（小島委員） 

すみません。ちょっと思いつかなくて、気の利いた発言ができないです。 

 

（宮平委員長） 

ありがとうございます。ちょっと皆さんで考えて。山崎委員。 

 

（山崎委員） 

二つあるかなと思いまして。「稼ぐ力」とか体系的に考えるというところも、一つ非認知

能力の訓練かなと思っているんです。やっぱり若いうちから課題に向き合って探求的なこ

とをやっていけば自然にロジカルシンキングみたいなところが身についていくんですよね。

だから、そのスキルがない中、突然社会に出ても難しいかなと思っています。 

もう一つの側面で理工系は、さっき小島委員がおっしゃったように、すごく特性のある子

は小学校、中学校からピカピカ目立ってくるはずなので、そういう子を社会として普通高校

で普通にしてしまうのではなくて、特別に光らせていくというのも多分必要なんだろうな

と思っています。 

ビジネスで、僕がレキサスという沖縄のＩＴ企業にいたときに感じたのは、一般的に文系

理系で分けたくはないんですけれど、一応わかりやすくするために分けると、文系のビジネ

ススキルは、すごく仕事ができると言われる人も 2 倍か 3 倍ぐらいの成果しか出せないん

ですけれど、理工系に関しては、同じ人間でも 100 倍の成果が出せるんですよ。時間にして

も、美しさにしても、何かにしても。理工系の秀でた人というのは、ものすごい未来価値が

あると思っているので、そこを社会として引き上げつつ、でもさっき言った文系理系とかと

いう分け方ではなく、ハイブリッドと僕たちは言っているんですけれど、当たり前のように

ロジカルシンキングができ、体系化して、ものが話せるような訓練は、それこそ本当に思考

と言動の癖付けを 10 代のうちからやっておくことが僕は必要だと思っています。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございます。新崎委員いかがですか。 

 

（新崎委員） 

私、文系なので大変発言しづらいんですけれども、今のお話の中で基礎的な部分を小中の

方で、社会に出るための研鑽、稼ぐ力だったり、理工的な考え方や取組方というところは高

校の時に研究できる、研鑽できる機会として捉えて、その研究や研鑽が基礎としての小中の

基礎学力だったり、様々なリテラシー的なものだったり。 

さらに社会人の一歩手前でありますので、もしくは大学に向けて、そういった研究をする

にあたって、いろんな研究や研鑽できる機会ということで、高校の時にそれを目的として取

り組む体験ができたらいいなというところがあって。先程、山崎委員からもあった高校同士
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だったり、もしくは進学も含めて企業研究だったり。就職活動としての企業研究ではなくて、

そういった業種に就きたいとか、その業種の中でどんな能力が必要なのだろうかとか、そう

いったものを高校の時分に体験できたり、もしくは関係機関の方がそういった場を提供し

てあげることができれば、さらに伸ばす力というところの必要性を主体的に取り組んでい

ただけるのかなと思いました。以上です。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございます。喜屋武委員いかがですか。 

 

（喜屋武委員） 

はい。これは質問なんですけれど、ちょっと的が外れているかもしれないんですけれど、

この幸福度向上と不幸度低減の辺りのところに、先程、平良副委員長のお話を聞いて、あっ

と思ったんですけれど、例えば沖縄らしい、どこにも負けない産業があると、それが稼ぐ力

になったり、貧困の問題も解決できるし、教育にかけられるお金も成るので、何かそういう

もうちょっとわかりやすいことを書くと、この提言書はぶれちゃいますか。 

 

（宮平委員長） 

いえ、大丈夫ですよ。何を言いたいかと言うと、要するに世のため社会のためにやるため

には稼がないといけないわけですよね。プラス、稼ぎながら自分だけでいいのかというと、

そうじゃないわけですね、やっぱり皆が良くなっていかないと。そして、取り残される人が

いると、その社会は埋没していくことになるわけですね。そういった意味で、バランスをと

りながらやっていかないといけないということを意味しているわけですね。 

 

（喜屋武委員） 

なるほど。わかりました。ではそこに、例えば沖縄らしい言葉をちりばめた方がいいんじ

ゃないですかと、先程ちょっとお伝えしたんですけれど、そういうふうにもう少し沖縄県民

が、どこにも負けないような産業を発展させるには、理科系のこういうスキルも必要だし、

文系のそういうスキルも必要なので、こういうことが例えばここにポンッとゴールで打ち

出せると、「だからここにこういうのが高等教育で必要なんだね」というふうにわかりやす

いかなと思ったので、意見です。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございます。上地委員いかがですか。 

 

（上地委員） 

私も文系なんですけれど。実際にいろんな企業の方と様々なビジネス展開のお話をさせ
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ていただく中で、例えば東大の大学院の人たちがベンチャーで立ち上げてリバネスという

会社が、ユーグレナというミドリムシを八重山で産業化しているんです。ただ彼らだけでは

どうしても駄目で、地元出身の若い人たちと一緒になって取り組んで、今一部上場企業にな

ってきているんですけれども、国内の大手のいろんな商社ともビジネスとして連携しなが

らどんどん上げていって、八重山で作ったミドリムシが今ジェット燃料にもなってきてい

るんです。リバネスの場合、東大の農学部のご出身の方がほとんどだったんですけれども、

農学部というのは確かに理系だとは思うのですが、ものすごく文系に近い学部なのかなと

も思うんですね。要は、非常に地元密着型ですし、結構、文系の皆さんが入り込むことによ

って、ビジネスが成功しているということもあります。 

私自身もずっと、たくさんの企業を相手にしてきていますけれども、必ずしも理系の管理

職の人が優秀な経営者とは限らないというのが実感ではあります。実際に結構大手のＩＴ

企業の沖縄事業所の場合は、どうしてもＩＴの知識やスキルよりも、むしろ人とのコミュニ

ケーション能力であるとか、そういうことの長けた人が管理職として成功している、会社自

体も成功しているし、社員も一人もパートやアルバイトなしで、何十人と全員正社員で、し

かも何十年も続いている会社というのを作り上げてきているところは確かにあります。 

だから、先程、山崎委員がハイブリッドとおっしゃっていたのですが、まさにハイブリッ

ドの発想でやっていかないと、産業界、経済界の中でも成功はしていないのかなと。一つの

企業の中で昇進していく、昇っていくのは、確かにさっき皆さんがお話している通りかもし

れませんけれども、組織全体を束ねる、そして組織を生かしていける人たちも実際に必要な

わけで、それは必ずしも理系に偏らないのかなと。そういう意味では、さっきの山崎委員が

おっしゃるハイブリッドという考え方が、現実の沖縄で私がつき合っている多くの企業さ

んの場合は多いのかなというのが実感です。答えにはならないかもしれないんですけれど

も、そういう意味では、分けることがどうなのかなという疑問は、まだ私の中ではあります。

以上です。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございました。鯨本委員いらっしゃいますか。 

 

（鯨本委員） 

はい、おります。 

 

（宮平委員長） 

ではこちら、「高等教育機関で必要な取組」の中で、理工系人材の高度化、理工系に限ら

ないほうがいいのか限った方がいいのかということで議論しているんですけれども、鯨本

委員の考えを教えてください。 
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（鯨本委員） 

私も完全な文系の人間なので、聞きながらいろいろと思うところがありましたけれども、

実際は分けて考えないというか。例えば私も小さな事業を起業してここまでやってきては

いるんですけれども、そういったところで、理系か文系かというところはあまり関係なく、

目の前にある課題ですとか社会の課題に対してどのように解決していくか。その時々、小さ

な組織であれば当然のごとく、いろいろな人と協業していかなければいけませんので、そう

いったところでいうと、この会議体での社会人に必要な能力と能力向上に向けたところで、

全体的な話をすると文系か理系かみたいなところに関する分類は不要だと思っています。

あるとすれば左上の「立場や業種によって求められる能力」に関しては、業種とか特殊な能

力によっては、もちろん理系の方が優れているものもあると思います。ですから、全体に関

しては、分けずに考えていかれるのがいいんじゃないかなと思います。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございます。平田委員いかがですか。 

 

（平田委員） 

ちょっとだけ僕も思った部分があって、文化の仕事の観点からいくと、例えば集客とかマ

ネジメントの分野もすごく重要ですよね。もともとクリエイティブな文化の人だけじゃな

くて、いわゆる理数系的な考えができる人、そういうロジックを持った人というのも必要で

すし、例えばチームビルディングとか組織を作って運営する上では、以前もお話したかもし

れませんけれども、いわゆる体育会系的な、今、理数系と文系だけになっていますけれど、

体育会系的な組織力、それも、例えばチームプレイが得意な野球とかサッカーとかというス

ポーツをやっていた人と、一方で空手とか、いわゆる一人でやっていたような競技の人とい

うのでは、実は筋肉が全然違うんですよね。それは、やっぱり心の筋肉も筋力トレーニング

と一緒で、いろんなそういう分野に長けた人たちというのが、一つの業種、職種にも関わっ

て稼ぐ力に繋がっていると思うんです。 

今、文化の立ち位置で言うと、沖縄も文化的な部分でのコンテンツはすごくあると言うけ

れども、プロモーションとか、或いは集客が弱いとか、常に補助金、助成金に頼らないとい

けないようなシステムというのが、沖縄の場合、文化の弱い面があるので、文化の産業化み

たいなことを考えるときには、そういう面でいうと、今の議論でいくと理数系的な人材の要

素も必要ですし、もちろん文章が書けるような、そういう文系的な要素ももちろんですが。

だから、きっとあらゆる分野に通じるものなのかなという印象を受けて聞いていました。答

えにならないんですけれども、ちょっとそんなことを思っています。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございました。有木委員お願いします。 
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（有木委員） 

私は高校生まで理系で大学から文系なんですけれども。先程、平良副委員長がおっしゃっ

ていた何らかの一例として、例えば大手企業の上層部に行くために、みたいなお話をされて

いたと思うんですけれど、例えば弊社の中で活躍して上位にいくためというところの能力

で、「見立てる」、「仕立てる」、「動かす」という、この三つの要素が必要であるというふう

に言われているんですけれど、いわゆる「見立てる」、「仕立てる」は割と理系脳が必要で、

これは小さな組織だと、動かす力で何とかパワーマネジメントでいけるんですけれど、構造

的に物事を捉え、課題を特定し、ちゃんと仕組みを作って組織を動かしていくというところ

はやっぱり理系の能力がある程度必要なんだろうなというふうに思ったときに、例えばう

ちとかで言うと、営業組織であってもちょっと理工的な能力がないと、なかなか大きな組織

は動かしていけないというようなことは、私も身を持って感じていますので、文字に起こし

てしまうと技術職的な捉え方に見えてしまうんですけれど、皆さんの意見を聞いていて、私

はこの議論をしている最初よりも、この理工の重要性が強まりましたというのが、今思って

いるところです。ただ、分ける必要はないとは思っています。  

 

（宮平委員長） 

やはり社会課題とか様々な課題を構造化し、そこでそれに対する因果関係とかを見出し

て、それを組織化できるという人材のことになっていますね。あと先程、小島委員がおっし

ゃっていましたように、理系だろうと文系だろうと、世の中に出ると求められる知識とかは

高校や大学で学んだ教育内容やスキルだけでは足りません。駄目というか、足りないんです

よね。高校や大学を卒業後が、様々なものを学ばないといけないということですので、その

時にプラス、興味関心を持っていって学んでいける心の余裕、或いはこれからもっと学んで

いくんだというような知的好奇心であるとか、そういったものがないと、今言ったように、

会社や組織の上層部の方とかにはなれないんじゃないのかなというふうに思うんですね。

おっしゃっているように、社会課題を構造化し、そしてシステム化するという意味では理工

的な発想が必要ですし、それを先程「りっかりっか」とか「じんぶん」とかという言葉で、

皆がわかるような言葉で落とし込むためには、文学的な要素とか歴史的な要素とか、そうい

ったものも必要になってきますし。そして、先程、小島委員がおっしゃったように、必要な

知識はどんどん吸収していって、自分のものにしていって、それを還元していけるような、

そういったことがこれから高等機関に求められるのかなというふうに、お聞きして感じま

した。金城委員、どうですか。 

 

（金城委員） 

私は、高校に入った時からずっと理系のクラスにいたので、逆に皆さんの話を聞きながら、

じゃあ文系が理系と違うのであればどういう授業をやっているんだろうと思って聞いてい
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たんですけれど。 

皆さんのお話を聞いていると、やっぱり理系だけに求められない能力なのかなと思って

いる能力については、今、低学年から導入され始めている探求の授業とかに該当するんじゃ

ないかなと思って聞いていたんですけれど。そういう中で培っていけばいい能力で、あえて

理系的思考を身につけましょうと言った方がいいのかどうかはちょっと置いておいて、ど

ちらにしろ、別に高等教育機関になってから必要とされる能力じゃないと思いますので、最

初の方でキーワードで出てきていた進化させていく能力だと思うので、小学校、中学校の時

からそういう理論的な考え方ができるようなことを探求の授業の時間でやるとか、そうい

うふうに明確にして教育していけばいいんじゃないかなと思って、皆さんの話を聞かせて

いただいていました。以上です。 

 

（宮平委員長） 

そうすると、やっぱりこの探究心というのが今、システムサイエンスの中では、先程言っ

ているように、世の中はよく観察していくとシステムがあって、それをデータ化していくと

いうのがシステムサイエンスの中に入っているんですね。ただもう一つ重要なポイントは、

「よく観察するって何だ」というところになってくるんですね。そうすると、実は抽象化す

る能力が必要になってくるんですよね。ちょっと高めていって抽象化していく。だからここ

は理系脳とか文系脳とかと言っているんですけれど、金城委員がおっしゃっているように、

両方の力が必要なのかなというふうに思いますね。そして必要に応じて、どんどん学んでい

く、この探求心でしょうね。探究心と研究心と、あと知識欲、こういったのがあると思いま

す。おそらく世の中、社会的に或いは経営的にそういった立場に立たれている人は、どんど

ん、大学を卒業してからいろんな知識を学んでいかれたんじゃないかなというふうに思う

んですね。鯨本委員だって、多分、経営の分野を勉強して、次はいろんな離島に足りないＩ

ＣＴとか、そういったものも勉強なさったでしょうし。小島委員も先程おっしゃっていたよ

うに、官僚になられると最初に学ぶのはやっぱり法律関係の体系です。高校や大学を卒業後、

仕事に応じて必要な知識やスキルが求められています。喜屋武委員も、データサイエンスで

統計学を勉強してみたりしていますからね。だから、そういったことじゃないかなと思うん

ですが、平良副委員長いかがですか。 

 

（平良副委員長） 

皆さん、ありがとうございます。この話題でこんなに時間を割いていただいて、皆さんの

ご意見をいただきまして、本当に私自身も勉強になります。ハイブリッドで教育していく必

要があるということは皆さんの意見を聞きながら、本当にそうだなというふうに思いなが

ら聞いております。 

沖縄県の人材に今、ちょっとこの部分を強化した方がいいんじゃないかなと思ったとこ

ろでのコメントではあったんですけれども、多くの意見を聞いて全体的に具体的な取組内



34 
 

容として皆さんに必要な能力と、立場や業種によって必要とされる能力と分けて整理がで

きそうだなというふうに聞きながら感じましたので、今までの議論に賛成しております。あ

りがとうございました。 

 

（宮平委員長） 

そうすると、先程、山崎委員がおっしゃったような、まずは高等教育で興味関心を失わせ

ないような教育、育む教育、そして尖った知識をさらに高めるような能力、ハイブリッドな

教育のバランスですかね、これから求められるのは。山崎委員どうでしょう。 

 

（山崎委員） 

誤解のないように、皆さんの話を聞いていて修正したくなったんですけれど、さっき文系

が 2、3 倍、理系は 100 倍という話をしましたけれど、これは文系対理系を表現したんじゃ

なくて。僕、バリバリ文系です。文系のスキルをどんなに磨いても、アウトプットは 2、3

倍ぐらいの差しか出ないということです。理系対理系は、同じ理系でも、例えば圧倒的な差

が出るということを言いたかっただけなんですね。だから、文系対理系という話ではないで

すということをお伝えしておきます。 

僕の結論としては、ハイブリッド化なので、あまり分離という言葉を使わない方がいいか

なと思っていて、例えば皆さんがよく知っているＧｏｏｇｌｅなんかは、日本で言うと理系

の会社みたいな扱いになっちゃうんですけれど、あそこは文系が 5 割いるんですよね。エン

ジニアは半分しかいないんですよ。でも日本でいう文系と言われる営業とか、いろんなこと

をやっている人たち、マネジメントをやっている人たちがＩＴのことを知らないかという

と、ＩＴエンジニアと話せるだけのベースの知識を持っているというだけの話で、多分いろ

んなデザインからプレゼンテーションからマネジメントから、みんな、できるんですよ。そ

れはエンジニア側の人もできるんですよ。でも、自分はエンジニアが強い、マネジメントが

強い、デザインが強い。全般的に知っている上で、ここだけがすごいプロフェッショナルな

んですというところが、多分、今、世界的なスキルの潮流かと思っているので、ハイブリッ

ドの中で私はデザインが好きとかマネジメントが好きとか、とことんエンジニアリングが

好きみたいな、そういう育成の仕方が僕はいいんじゃないかなという個人的な意見でした。 

 

（宮平委員長） 

有木委員の方から出ているような、共通の学力というものをベースにして、個人が持って

いる特定のものを、どんどん磨いていって、そしてチームワークでやっていけるようなイメ

ージですね。 

 

（有木委員） 

山崎委員の話に、私、激しく共感します。うちの社内も一緒だなと思いながら聞いており
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ました。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございます。小島委員いかがですか。理系の小島委員から見て、これま

での展開をまとめていただきたいのですが。 

 

（小島委員） 

いや、まとめるのはちょっと。私もちょっとストンと落ちたような気がして、皆さんの話

を聞いていました。先程、委員長がまとめていただいたように、興味を持って学んでいく、

そういう好奇心、知識を増やしていこうという、そういう能力がベースにあれば、文系から

だろうが、理系的なところを学ぼうという意欲にもなるでしょうし、逆もまた然りかなと思

いますので、そういうところが基本的なニーズというか、求められるところなんじゃないで

しょうか。そういうふうに聞いていて思いました。 

 

（宮平委員長） 

わかりました。そうするとやっぱり教育機関で必要な取組としては、まず興味関心を失わ

せない。  

 

（小島委員） 

そうですね。そうですし、学び方を教える。学び方というところも重要なのかなと思いま

す。一生学びだと思っていますので。 

 

（宮平委員長） 

そうですよね。この辺りを失わせない、そして一生の学び、これから一生学ぶんだよとい

うことですね。そして、私、ゼミ生に言っているんですけれども、ゼロからでもできるよう

な、薄いようなものからやっていかないといけないわけですね。「興味関心を失わせない」

ですね。 

もう時間はあと 50分ほどですね。あとはここの分野の中で、特に何か気になるようなと

ころがございましたら、お願いいたします。よろしいでしょうか。またちょっと後で振り返

っていきたいと思います。 

次は 5ページ目に行きましょうか。この中で、「グローバルシンキング」というのが、「情

報を収集し、分析する力」。「グローバルシンキング」というのは、これはちょっと私、耳慣

れない言葉なので、どなたがおっしゃったのか、ちょっと教えていただきたいのですけれど

も。これは、上江洲さん、どなたが。 

 

（事務局・上江洲） 
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すみません、ちょっと今、手元に資料がないんですけれど、山崎委員からのコメントであ

ったかなと記憶しています。 

 

（山崎委員） 

僕ですかね。非認知能力をご紹介した時の資料に入れてはありますけれど。「地域や国レ

ベルではなく全世界的な視点で考動できる力」ということですよね。 

 

（宮平委員長） 

 ちょっとここだけ異質な感じがするので、もう 1 回、画面を共有してもらえますか。「情

報を収集し、分析する力」、「必要な情報を偏りなく収集する力」、「分析・行動に必要な情報

を収集する力」。山崎委員、ここで、これでいいのかなという何か。 

 

（山崎委員） 

「グローバルシンキング」は、「論理的思考力」とは少しニュアンスが違うんですけれど

ね、そこは。 

 

（宮平委員長） 

グローバルシンキング力というのは、単体ではできますよね。要するに世界的に視野を広

げなさいということで。 

 

（山崎委員） 

沖縄という目線じゃなくて、1 回広げて、世界単位で考えるという、鳥の目・虫の目みた

いなことですけれど。 

 

（宮平委員長） 

 「グローバルシンキング」は俯瞰的な見方と言う意味ですね。 

 

（山崎委員） 

鳥の目、虫の目は議事録に書かなくていいです(笑) 

 

（宮平委員長） 

書かなくていいと思いますよ、これは。グローバルシンキング単体だと、今、山崎委員が

おっしゃっているように、世界で起こっていることを幅広くどんどん学びましょうという

ようなことですね。 

 あとは、「手持ちの情報からアイディアを具体化する力」、これもちょっと違いますね。「構

想力」は、これは有木委員にお聞きしたほうがいいかな。「構想力」というのは、手持ちの
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情報からアイディアを具体化することになりますか。ちょっと違うようなイメージを、私、

持っているんですけれども。 

 

（有木委員） 

私ですかね。これ、私が言ったことが言葉になっていますか。 

 

（宮平委員長） 

いや、多分そうじゃないと思うんですけれど、何かちょっと。 

 

（有木委員） 

「構想力」というのが、今見ていると要らない気がしました。ただ、アイディアを具現化

する力というのは、上に書いてあるので。 

 

（宮平委員長） 

 書いてあるんですよね。だからアイディアを生み出す力、具体化する力、実現する力で、

じゃあアイディアはどうやって生み出すんだというふうなことかな。 

 

（有木委員） 

そうですよね。ただ具現化って、実現するという形で言うと、例えばステークホルダーと

交渉して、聞く力とか、どこまでここで掘り下げていくかというのはすごく難しいなと思っ

て聞いていました。 

 

（宮平委員長） 

 具体化も実現化も、何か似たような言葉が。 

 

（山崎委員） 

 想像力みたいなことを言いたいんですかね、これは。どなたの発言からなんですかね。 

 

（宮平委員長） 

おそらく想像力じゃないのかなと思いますよね。 

 

（山崎委員） 

アイディアを実現する力で、これは含まれていますよね、ここに。アイディアを生む時に

手持ちの情報だけって、逆じゃないですか、ＮＧだと思うけれど。ちょっと違うかなと思い

ますけれどね。 
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（宮平委員長） 

手持ちの情報だけではできませんからね。やっぱりいろいろとやらないと無理なことで

すよね。着想なのか構想なのか、思いつきなのかにもよって、またどんどん変わってきます

ので、最初にアイディアを生み出す力でいいと思います。3 ポツ目を消して 1 ポツに、組織

内で「心理的安定性」を作り出して、その結果アイディアが出てくるということだとすると、

順番的に、組織内での「心理的安全性」が上位に来ます、1ポツですね。そして次に、2ポ

ツ目で「アイディア力」です。「アイディア力」というのは、いろんなコミュニケーション

とか、本を読んだりとか経験とか、いろんなものが合わさって出てくるはずですけれども、

これがお得意な人はどなたでしょうかね、「アイディア力」について考えをお示しできる委

員は、はい、山崎委員、お願いいたします。 

 

（山崎委員） 

今、メモにも入れましたけれど、創造、イマジネーションの想像じゃなくて生み出す方の

創造力なのかなと思っていて、僕たちはいつも既存の発想とか習慣にとらわれることなく、

客観的な事実で情報分析をして、そこから新しい方法とかアイディアという「新しい価値」

を生み出すということが「創造力」という定義をしています。 

 

（宮平委員長） 

遊びも重要ですよね、ある程度。心の遊び、言葉遊びでも冗談でもいいし。いろんなもの

が必要になってきますね。小島委員いかがですか、この辺りは。 

 

（小島委員） 

そうですね。すみません、すぐには。 

 

（宮平委員長） 

はい、わかりました。ありがとうございます。上地委員いかがですか、ここ。やっぱり社

長とか経営者とか或いはいろんな方々には、世の中の必要な財やサービスを生み出すため

に「アイディア力」とか「創造力」なんかが必要だと思うんですけれども。 

 

（上地委員） 

そうですね。これアントレプレナーシップは起業する際に必要な能力の一つだと思うん

ですね。アイディアがあって、それを実現するために起業して、それを社会的に実現させて

いこうとするのが、まさにアントレプレナーだと思うんですけれども、それがここで言って

いることなのかなというふうに想像したんですけれど、これが大きな組織、大きな企業の場

合なら、そういうアイディア力をしっかりと表現できる或いはチャレンジできる「心理的安

全性」を作ってあげなければいけないということがここに書かれているのかなと。それがあ
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れば、実現することも実行していくことも可能になるというふうに、私は理解をしているん

ですけれど。 

 

（宮平委員長） 

わかりました。鯨本委員。鯨本委員が今のお立場に、離島新聞とかといったこと、アイデ

ィアを着想した頃のことを思い出していただきたいんですけれども、その原動力となった

のは何だったのでしょうか。 

 

（鯨本委員） 

そうですね。自分なりにローカルの事業主、起業家の皆さんの話を想像しながら見ている

んですけれど、このアントレプレナーシップ的なところに書かれているものは必要だと思

いますし、書かれていることは大体必要なんですけれど、そういえば無いなと思ったのが、

「交渉力」みたいなものってどこかにありましたっけ。結局いろいろ決めても、パートナー

となりうる方ですとか、クライアントになりうる方とか、或いはお客様とかいろいろな方と

お話をしていかなきゃいけないんですね、折衝したり、交渉したり。その力というのは非常

に重要だったりする。コミュニケーション能力とも言えるんですけれども、立場や業種によ

っても、特に求められるのは交渉関係の話かなというふうにちょっと思いました。だから、

無いなと思いましたので、今挙げさせていただきました。 

 

（宮平委員長） 

これは実現する力の中に入りますよね。 

 

（鯨本委員） 

そうですね。 

 

（宮平委員長） 

「交渉力」ですね。やっぱり、いろんな表現の仕方によっても相手も心を揺り動かされた

りしますからね。表現力が重要な感じがしますね。あと喜屋武委員ですね。今のお仕事をや

ろうと思ったときのことを思い出して、そこを説明いただけますか。 

 

（喜屋武委員） 

そうですね。発見する力とかというのもすごく大事だなと思っていて、私、上地委員と少

しご縁もあるんですけれど、昔、南大東島のラム酒の製造の立ち上げに関わっていたんです。

どこにビジネスチャンスがあるのかというのは、実は自分の身の回りに宝物があるとか、ど

こにも負けないリソースがあるという資源とか宝物を発見する力とか、あと逆に、課題を発

見する力というのがベースにあったかなと思っています。そこにこそ実はワクワクする、着
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想が生まれたりとかするので、宝物や課題から、こんなふうにしたら誰々が喜んでくれるか

もとか、みんなが幸せになるかもというのが、すごく私自身の仕事のモチベーションになっ

ているなと思っています。 

それをまたどう編集していったら、たくさんのファンが、あとはサポーターが、私たちの

ことを応援してくれるかなとか、そこに関わってくれた人がもっと応援してくれる人を集

められるかなという編集する力もすごく大事かなというふうに思いました。ということは

ヒアリングの時に話しました。 

 

（宮平委員長） 

そうすると、「アイディア力」という源泉となっているのが、こんなのがあったらいいよ

なという、こんなことがあったらいいのにな、或いはこんなものがあったら、ドラえもんの

ポケットみたいなものですか。 

 

（喜屋武委員） 

そうですね。そういうのとか、あと名桜大の学生さんとか琉大の学生さんと一緒にやって

いる時に、宜野座村の魅力発見とか課題解決からいろいろと大学生にアイディアを出して

もらうという時に、お困りごとを聞いたり、地元の人が当たり前と思っているところが実は

宝ですよということを、エビデンスを入れてちゃんと伝える力というのがビジネスに繋が

っていくのかなと思うので、そこはすごく大事なポイントかなと思っています。 

 

（宮平委員長） 

まずは、あったらいいな。あったらいいなというものを、次に、有木委員が述べていた「交

渉力」ですよね。鯨本委員がおっしゃっている、あったらいいなというものを、シナリオみ

たいなものを作っていく。「交渉力」に含めますか。そうですね、「事業プロデュース能力」

ですか。 

 

（喜屋武委員） 

 そうですね。それはまた、プロデュース、見せ方ですよね。 

 

（宮平委員長） 

「事業プロデュース能力」も入れてくださいね。そして、その「アイディア力」と「アイ

ディアを実現する力」の間に、事業構想能力ですね。先程の鯨本委員の話ですね。はい、「事

業プロデュース能力」。 

 

（喜屋武委員） 

ちょっと、脱線するんですけれど、この右側の教える人のところでも少しお話したんです
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けれど、学校の現場の先生方が今お困りのところがカリキュラムマネジメントなんですね。

今あるリソースをどんなふうに融合して、どういうふうに伝えていったら目の前の子供た

ちとかが、わくわくしたり、自己探求に繋がるかという研修を、今させてもらっているんで

すけれど、そういうのはアントレプレナー精神と通ずるところがありますし、先程出ました

編集する力とかプレゼンする力とか交渉する力に繋がっていくベースのところが今すごく、

学校現場でも、教育界でも、経済界でも求められているんだなということはすごく感じます。 

 

（宮平委員長） 

なるほどね。あと、ここで、何か他に。有木委員どうですか。「アイディアを生み出し、

具体化し、実現する力」の中で今、少しずつ付け加えているところですが。もう少しご覧に

なっていただいて、何かちょっと足りないなとか或いは付け加えた方がいいなというのが

ありましたら。 

 

（有木委員） 

私も長く今の会社にいるので、結構、自分の志向、やり方が決まっちゃっているんですけ

れど、やっぱり「見立てる」、「仕立てる」、「動かす」というのが、すべての仕事を前に進め

ていく上で、その整理の仕方で、見立てるとは何かというと分析するということで、ここに

多分、先程、山崎委員がおっしゃっていたような、ファクトを捉えるとか、みたいな要素も

入ってきますし、仕立てるというところには、「事業プロデュース能力」みたいなものが入

ってきますし、最後の動かすというところに、この「交渉力」とか「実行力」みたいなとこ

ろが入ってくるという三段活用なのかなというふうに、今聞いていて思いました。そこを細

分化していくと、この枠では足りないぐらい、たくさん要素はあるんですけれど、何かシン

プルにまとめるのであれば、分析力、計画力、交渉力なのか、そういう感じになるのかなと

いうふうに思います。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございます。新崎委員。 

 

（新崎委員） 

私の方では、最初の組織内での「心理的安全性」というのが、「何をおっしゃっても、皆

さんで受けとめましょう」ということだというのもあると思うんですけれど、アイディアを

発表いただいて、それに対して共感するとか、一緒に取り組む、協力するというところも組

織内で醸成していかないといけないのかなというのがありますので、「心理的安全性」だけ

ではなくて、アイディアを出した方に対して、他の聞く方々に共感する力を持ってもらう、

さらには一緒に協力して実現化していくという、相手先の力というか、求めるものも必要な

のかなと思いました。 
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（宮平委員長） 

まず、こんなことを言ったら、できないよとかネガティブな発言をしていたら、まず今の

新崎委員がおっしゃっている「共感力」にはならないわけですよね。わかりました。という

ことは、「心理的安全性」だけではなくて「共感力」、もう一つが相手に対して、ブレインス

トーミングの中でよく出てくるんですけれども、ある意味、上乗せしていく、アイディアと

アイディアを重ねていく、そういったことが必要だということですね。はい、「共感力」で

すね。次、金城委員いかがですか。 

 

（金城委員） 

 私から発言するのがちょっと難しいところなんですけれども。すみません。 

 

（宮平委員長） 

いいえ。次、山崎委員いかがですか。このアイディアを生み出し、これが出てこないと稼

ぐ力にも何もならないような、重要なところかなと思って、今こだわっているのですが。 

 

（山崎委員） 

これは、今、「立場や業種によって求められる能力」ということなので、全員が持ってい

る必要はないという、アントレプレナーシップ的なところにフォーカスして協議している

んですよね。 

 

（宮平委員長） 

でも、これは結局、みんなが持っている「創造力」を出させないといけないし、「事業プ

ロデュース力」を持っていないといけないし。アイディアを出すのは全員が持っていないと

いけないんでしょうけれども。立場、特に上司とかはそういうふうな心の安全性を作ってい

かないといけないということで、こちらに盛り込まれているようですね。 

 

（山崎委員） 

そうですよね。冒頭、有木委員がおっしゃったような、見せ方みたいなもの、ベースから

成長していって、特殊な層と伸びていく普通の人が、またさらにステップアップする、レベ

ルⅡ、レベルⅢみたいな見せ方もあるのかなと思いつつ見ていたんですね。結構複合的に、

例えば立場や業種によって求められる能力が、じゃあ全ての人に求められないかというと

求められると思うところもあるので、これを分けちゃうことによって、ちょっと残念な部分

も感じられるし。自己主体的に自分ごとにして、やるかやらないかを自分で決めて進めてい

くというのは、全ての人に求められるし、できない理由でやめるのではなく、どうすればで

きるかを考える思考とか、アントレプレナーシップとは言われるんですけれど、人生におい
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ても大事かなと思ったりするので、分けるのが、さっきからうーんと思いながら聞いていま

した。 

 

（宮平委員長） 

なるほど。今言っているような、アイディア出す力だとか「諦めない力」だとか「変化対

応力」だとか、「リーダーシップ」、「判断力」、これはここじゃなくてこれから社会で生きて

いく上では必要な力というふうに見た方がいいということですね。 

 

（山崎委員） 

基礎、初級、応用編みたいに、分けてあった方がいいのかな。 

 

（宮平委員長） 

はい、わかりました。小島委員いかがですか。 

 

（小島委員） 

ちょっと分け方については、再度、整理が必要なのかなと思ったのと、最初ちょっと言え

なかったところで、皆さんの話を聞いていて、こんなのもかなと思いついたところを言って

も大丈夫ですか。 

 

（宮平委員長） 

はい、どうぞお願いします。 

 

（小島委員） 

チームでプロジェクトをまわしていく力というのも重要なのかなと思っていて、そこは

「交渉力」だったり「コミュニケーション力」だったりというところにも含まれると思うん

ですけれど、一方で、自分がリードする、自分が分担するのではなくて、ちょっとネガティ

ブなところもあるんですけれど、「頼る力」、うまく人に任せちゃう力みたいな、私もお願い

するより自分でやってしまうことが多くて反省するんですけれども、部下に任せるとか、頼

るとか、そういうのも能力としてあるのかなというふうに思いました。いかがでしょうか。 

 

（宮平委員長） 

ここは下の方に、「他者の長所を見抜き、受入れ、協働する力」というふうなところです

ね。その中に含めていっていいんじゃないでしょうかね。 

 

（小島委員） 

はい、ありがとうございます。 
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（宮平委員長） 

頼る力ですね。特に今は、先程、山崎委員が言っているように、日本の教育の中では、全

部できなきゃ悪い子みたいなところがあって、頼らないんですよ。そうすると学生の中でも、

頼らないものだから、キャメルクラッチングになってしまって、つぶれてしまうのがいちゃ

うんですね。だから、全部が全部できることはないから頼りなさいというようなことを、僕

なんかはよく言っているんです。そうですね、確かにその通りです。「頼る力」ですね。平

良副委員長いかがですか。 

 

（平良副委員長） 

すみません、分け方は私もちょっとアイディアとして持ち合わせていないんですけれど

も、とても重要だなというふうに感じましたのが、喜屋武委員がおっしゃっていた「気づく

力」のところなんですけれども、やはり便利な世の中になってきているので、何が今、問題

になっているのか、何が今不便になっていることなのかということに気づかない、気づきづ

らい世の中になっていると思います。情報や物が溢れていて、世の中、生活することにそん

なに困っていないというところに対して、何が問題なのか、何が課題なのか、何に困ってい

るのかというところに如何に気づけて、そこに新しいビジネスチャンスが生まれるのかと

いう、この「気づく力」というのは、本当に私たち企業の中でも常に言われていることなの

で非常に重要だなと思います。 

ですので、まず世の中の課題に気づかないことには、そこに関連するビジネスアイディア

というのはなかなか生まれてこないなというのが一つ。もう一つ、生み出したアイディアを

他のアイディアとかけ合わせる。ここで言うところの「創造力」に加えて、「共創力」、共に

創る共創なんですけれども、そういった考え方も非常に重要なのかなというふうに感じて

おります。業務と業種とをかけ合わせて新しいビジネスモデルを作っていくんだというこ

とを考えると、何かチャンプルーみたいな、沖縄の文化にもかけ合わせられるのかなという

ふうに思いました。ちょっと、皆様の意見を聞いて感じた私の補足意見となります。以上で

す。 

 

（宮平委員長） 

今のところに、もう一つは「気づく力」ですね。「アイディア力」、「気づく力」。「アイデ

ィア力」は気づかないとアイディアは生まれてこないということですので、まず「心理的安

定性」を作って、「気づく力」ですね。「気づく力」のためには、やっぱり自分ごとのように

考えるというのが必要になってきますよね。自分ごとのように考えるって、ここが学生を教

えていて非常に難しいんですよね。これがなかなかできなくて、どうしようかと常日頃考え

ているのですが、ちょっとこれ私事ですみませんが。これ、なかなか難しいですね。平田委

員いかがですか。 
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（平田委員） 

ちょっと所々しか聞いていないんですけれど、今そこに一つアレンジする力というんで

しょうか、前から僕が少し話しているんですけれど。いわゆる、僕らが取組をするときに、

よく新しいアイディアとかという見られ方をするのですが、例えば現代版組踊みたいなも

のは、もともと組踊という古いものがあって、それを、いわゆる今の人たちにインパクトが

ある形で伝えるためにアレンジをするわけですよね。元のゼロから生み出すんじゃなくて、

すでにあるものをかけ合わせる力というんでしょうか。それは編集能力だったりとか、調整

能力だったりとか、或いは、まさにアレンジする、ディレクションする力だと思うんですけ

れど、そういう力が長けている人は、例えばその地域にあるＡとＢの素材を生かして、新し

いＣを生み出すという力になると思うんですね。全くのＡを生み出す人、Ｂを生み出す人た

ちを、またさらにかけ合わせてＣを生み出すというような、そういう力で言うならば、アレ

ンジする力というような要素というのは、ちょっと必要不可欠かなと。特にファシリテート

とか或いは地域のプロデューサーであるとか、特に演出家なんていうのは本当にアレンジ

する力なんですよね。ですから、もともとある地域の素材を生かして、ある意味、見せ方を

変えて新しい魅力、パワーを生み出していくという意味では、そういう人間力というのは必

要なんじゃないかなと個人的に思いますが、いかがでしょうか。 

 

（宮平委員長） 

そうですね。シェイクスピアの『ロミオとジュリエット』を現代版にしたのが、例のバー

ンスタインの『ウエストサイドストーリー』ですね。だから、これは新しい息吹を与える、 

何かの息吹を与えるのかな。いろんなものに息吹を与える。だから、「気づく力」と「共創

力」と「アイディア力」を事業プロデュースしていくという感じかな。 

 

（平田委員） 

よく地域プロデューサーとか何とかプロデューサーとかよく言われているプロデューサ

ーという言葉が独り歩きはしていて、結構いい意味で、いろんなところで使われているんで

すけれど。 

 

（宮平委員長） 

そうですね、鯨本委員どうですか。離島の振興とも考え合わせていくと、やっぱり離島に

なるといろんな人、多面的ないろんな人の複合体でやっていくわけですよね。離島振興で、

例えば「気づく力」、「アイディア力」、「共創力」、「プロデュース力」、「アイディアを表現す

る力」、「実行力」、「アレンジする力」。あと何か。 

 

（鯨本委員） 



46 
 

「事業プロデュース能力」的な職能が正しく理解された上であれば、そこに全部が集約さ

れます。 

 

（宮平委員長） 

集約されますか。 

 

（鯨本委員） 

集約されてしまうんですけれども、それを分解して言おうとすれば、例えば、あえてよく

使われている言葉で言えば、事業のデザインだとか、事業編集だとか。私は自分が編集者と

いう立場もあるので、編集という仕事も結構、人に説明するのは難しい仕事ではあるんです

けれども、地域によっては、すべてにおいて新しくいろんなものを作る必要がないんですよ

ね。もともとあるものを生かして、それを少しアレンジするようなことだけで事足りること

もあるんですよ。地域の課題に対して何でも新しく作らなければいけないということでも

ないんですね。ですからもともとあるものに関して、その価値をしっかり見出した上で、足

りないものだけを補うような、そういった編集的な考え方で仕事をしていただける方がい

るといいなといつも思っているんですけれどもそれも、「事業プロデュース能力」を正しく

言語化できれば、それだけでも足りる能力でもあります。 

 

（宮平委員長） 

はい、わかりました。上地委員いかがですか。 

 

（上地委員） 

今、鯨本委員や平田委員がおっしゃったことと、ほぼ一緒なんですけれども、やはり「ア

レンジする力」というのはとても大事だと思うんです。私自身は全く何もないゼロの状態か

ら生み出すことというのは、ほぼないと思っているんですよ。いろんな地域などに行っても、

先程ちょっと南大東のラム酒の話がありましたけれども、サトウキビがもともとあるわけ

で、そのサトウキビをどうやって生かしていくかと考えたときに、島の人たちがラム酒とい

うことを考えたりしたかと思うんですね。 

やっぱり今コロナで、これまでのビジネスが成り立たなくなったので、事業を見直そうと

いうことで、国の方も事業再構築補助金とかを出してはいるんですけれども、これは、もと

もと持っている経営資源、それぞれの企業、会社、或いは個人のお店が持っている経営資源

を生かして、今までのマーケットとか今までの商品ではない、新たな商品にしていく、それ

で実際に稼いでいくんだというようなスキームなんですね。我々はずっとこの 2年間、そう

いうことを提案してきていて、恩納村でずっと観光客相手に小さな宿泊を運営していたと

ころが、全く沖縄に来なくなったので、「じゃあ何があるの」と、「おたく、何を持っている

の」と言ったら、すごくおいしい料理を作ると。これはお客様にも人気があったので、それ
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を活かしましょうということで、非常に少額で冷凍機を買って、それで冷凍して、お客さん

向けにネット販売をやったわけですね。そしたら注文がかなり増えて、しかも定期的に増え

たので、一年に一回来るお客さんよりも、すごく売り上げが上がったというようなこともあ

って、これももともと持っているもの、先程、鯨本委員がおっしゃったようにもともとある

ものの価値を活かすということだと思いますし、平田委員がおっしゃった、あるものをアレ

ンジして、編集して価値を出していくということだと思いますので、そういうことが、この

アイディアを生み出し、具体化し、実現するところの趣旨なのかなというふうに思ったので

すが。以上です。 

 

（宮平委員長） 

 あと、もう一つちょっと気がかりなのが、様々な中小企業とかいろんなコンサルに頼むん

ですけれども、コンサルテーションをやっている方々が独善的になってしまったら非常に

困るなというところがあって。 

 

（上地委員） 

あります。それは、確かにあります。 

 

（宮平委員長） 

ありますよね。この辺、お互い話し合いながら、より良い方向に向かっていくようなとこ

ろがないといけないのかなというふうに考えたりしますね。 

 

（上地委員） 

自分の専門性を押し付けるコンサルが多いんですよね。 

 

（宮平委員長） 

多いですよね。あともう一つ、短期・中期・長期、これはよく喜屋武委員が話しているん

ですけれども、その三つの視点も重要なのかなと思うんですね。要するに、沖縄の言葉で言

うと、「なまなまー」という言葉、上地委員はよくわかると思うんですけれど、これをやっ

てしまったら立ち行かなくなるのかなと。よくいろんな話を聞いていると、押し付けないと

いう、これはネガティブな言い方ですけれども、そういったことをやらないというのと、や

っぱり短期的な視点で物事を見ないという、これもやっぱり必要なのかなと。ある意味、育

てる力になってきますかね。 

 

（上地委員） 

そうですね。 
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（宮平委員長） 

はい。そういったものが、この中にも含まれていいのかなというふうに感じたんですけれ

ども、他の先生方、どうですか。私の経験上、そういうふうなのが。上地委員いかがでした

か。押し付けるとか、他の人たちもコンサルだけに頼ってしまって言いなりになってしまっ

て、良さを見出しきれないという事例もあったりして、困ったなというところがあったりす

るんですけれど。 

 

（上地委員） 

実際に、コロナの中での対応というのもものすごく今、増えているんですけれども、最初

にコロナが発生した 2020 年というのは、皆さん、アフター・コロナという言葉を使ってい

たんですよ。しかもアフター・コロナという言葉の中には、半年後にはコロナを克服できて

いるというのがあって、これは皆さんが融資を受けたときの返済の据え置き期間を半年か

ら 1 年にしているのが多いんですね。2 年以内というのが 6 割いるんですよ。つまり、本当

に「なまなまー」で、喉元過ぎれば、じゃないですけれど、そういう対応をしていらっしゃ

る方々が多かったので、その方々に対しても「違いますよ。これはアフター・コロナではな

くてウィズ・コロナで考えていかないといけないですよ」と。当面の解決策はこういうふう

に、まずは出血を止める、資金繰りをするとか、そういうことから始めて、次に、中期的に

は今持っている資源を使って、ビジネスでしっかり収益を出す。そして長期的に持続するよ

うな、自分たちの事業そのものを再構築していくということが、一番問われている今のコロ

ナの状況なんですね。そういうことが必要なのが、まさに、ここにある「アイディア力」で

あったり、「アレンジ力」であったり、「プロデュース力」であるのかなと思います。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございます。もう一つは短期・中期・長期の視点で物事を見る力も重要

かなというところですね。他に、鯨本委員、離島地域とかを念頭に、今やっていたところな

んですけれども、付け加えるところは。或いは他の委員でも結構でございます。はい、どう

ぞ、山崎委員お願いします。 

 

（山崎委員） 

僕が言うのも変ですけれど、沖縄らしさの人材育成と考えたときに、高いレベルの調和と

いうのも大事かなと思って。どうしてもビジネスの世界は勝つか負けるかみたいのがあっ

て、競合に勝つみたいなものがあると思うんですけれども、地域とか日本とか世界というレ

ベルで、ここと組んだらどうできるかとか、地域連携をしようと、「和を以て貴しとなす」

ではないんですけれど、そういう精神を日本人は持っていると思うんですよ。それが沖縄は

すごく強くあると思うので。 
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（宮平委員長） 

はい、どうぞ。次どなたかどうぞ。他に。「調和」ですね。 

 

（山崎委員） 

沖縄の言葉でいいですよ。なんかないですか、そういうキーワード。 

 

（宮平委員長） 

うちなーぐちで調和。何かありますかね、新崎委員。 

 

（新崎委員） 

なかなか、わからないですね。 

 

（宮平委員長） 

なかなか難しいですね。上地委員が言った「あじまー」みたいなものですよね。他にどう

ぞ、ございましたら。よろしいですかね。あとは大体いいかな。あともう 10 分程度ですの

で。ここは特に、アイディアを出さないことには、稼ぐ力には繋がらないし、ということで

ちょっとこだわってみました。次の 6 ページ目、7 ページ目をちょっと見て。 

あとはプラットフォームですね。ここは結構やりましたか。プラットフォームづくりです

ね。振り返ってみて、教育機関との連携。先程、異なる学校に興味のある授業を学びに行っ

たりするということで、私の提案としては先程言ったように、自由科目を作って他の学校で

学んだものを単位として認めるとか、こんなこともあるのかなというところですね。他には

関係機関ですね。特に重要なポイントは何かというと、徹底的に話し合うということが重要

ですよということでしたね。徹底的に議論し、それに合った教育プログラムを作っていくと

いうことですね。あとは他にプラットフォーム。小島委員、プラットフォームで何か参考と

なる事例があったら教えていただきたいんですけれども。 

 

（小島委員） 

プラットフォームは、もうずっとまだまだと言っていますけれど、あまりここがいいです

というのがなくて、ぜひ学ぶ場、先程来ずっと出てきている、こういう能力が必要だという

のを、実際プラットフォームで共有し、ビジョンを共有するだけじゃなくて、実際に一緒に

取り組んでいく場に、「何々×何々」がなっていければいいのかなというふうに思っていま

す。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございました。平田委員どうぞ。 
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（平田委員） 

 ちょっと調和の言葉はぱっと思い浮かばないのですが、先程のプラットフォームのとこ

ろで 1個、別視点になるんですけれど、今、これは例えば横断的な部局を県の中に作るとい

う話があるじゃないですか。もし、どこまで書きぶり、行けるかわかりませんが、可能であ

れば市町村との調和というか、連携がかなり必要だなと。つまり、県の中で、横断的な部局

をつくったとして、同じようなことが市町村の中でも、部局づくりとか部編成がなされなけ

れば、結局動いていかないのかなという気も若干します。というところで、これは沖縄振興

審議会の中でも言ったんですけれども、ぜひ市町村との連携というところに関しては、かな

り強く調整をして欲しいなという感じがあります。この 1 点だけ付け加えさせてもらいた

いです。意見でした。 

 

（宮平委員長） 

ここを、特に小規模市町村の場合には人材の不足があるので、できれば県の方から応援部

隊みたいなものを持ち込まないと、かなり難しいなというのが私の経験上あります。特に竹

富町なんかというのは離島に分かれているので、結構大変な事務作業が必要になってきて

いますね。 

では、次ですね。上地委員、ここのプラットフォームなんですけれども、産業振興公社な

んていうのは、ある意味プラットフォームだと私は見ているんですけれども。どうでしょう

かね。 

 

（上地委員） 

そうですね。こういう機能を県がどこかに持たせようと思ったら、いつも便利に使うのが

産業振興公社なんですけれども、ここに書かれていることを実現できるかどうかというの

はまだわかりませんが、先程、委員長がおっしゃった、県から人材を派遣して応援すること

は絶対に必要になってくるのかなと思います。また、県の方も、自分たち、県だけではなく

て、国の方からもそういう人材の応援を確保していくというか、そういう取組がこのプラッ

トフォームを作っていく場合に必要なのかなというふうには思います。 

 

（宮平委員長） 

はい、ありがとうございます。鯨本委員、何かプラットフォームづくりで参考となる事例

がありましたら。 

 

（鯨本委員） 

 そうですね。特に人材が少ないところへの人材支援という考え方はもちろん必要なんで

すけれども、このときに、例えば応援に来ましたという形で、県の人が地域に入る場合、結

構、地域側で変なお客様感といいますか、来る人の雰囲気によっては、ものすごく嫌な感じ
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になってしまうところを、ちょこちょこと見かけるんですよね。ですので、ただ単に派遣す

るというよりかは、この会議体で学びについての話をしているように、県の方々が地域に行

かれるのであればローカルを学ばせていただくみたいな学びの形で行ってはどうかと思う

んですね。結局お互い学び合いなんですね。県の方であればローカルをリアルに知るという

機会にはなりますし。県の方々には優秀な方がたくさんいらっしゃるので、その代わりに地

域へ能力を提供するというような、WinWin の形での交流ができると理想かなと感じます。 

 

（宮平委員長） 

 いいですね、その通りですね。やっぱり人間は理屈抜きで感情も出てきますからね。感情

がこじれてしまったら、修正がものすごく大変になってきますのでね。その辺、鯨本委員が

おっしゃっている、別にこれは県の職員だけじゃなくて民間企業の方でもいいし、民間の方

でもできるところです。だから、これがプラットフォームになると思うんですけれども。そ

ういったところを活用するというのも重要かなと思います。喜屋武委員いかがですか。 

 

（喜屋武委員） 

 今の話、大きくうなずいていまして。私は、県の命題を背負って、いろんな離島とかに行

って、「こういう仕組みやりましょう」と言うと、まず机をバーンとなるところから始まっ

ちゃうので、「敵じゃないですよ」という、そのコンセンサスをどう取っていくのかと。た

だ、「こういうことをやってください」とか「やりましょう」ではなくて、まずこのコンセ

ンサスを取るには、そこの地域の皆さんの良いところだったり、こう伸ばしたらどうなのか

ということを、本当にそこの村民、町民にもなる、住民票を移していないけれど、私はそこ

の地域の人ですよというところから始まって私も今ここにいる感じなので、やっぱりそう

いうのはすごく大事で、一緒に汗をかいて、決してそこを私の意見だけで進めないというと

ころがすごく大事なので、それをまた企業の皆さんだったり、たまには県外の方のそういう

力を借りるにしても、その懐にどう入っていくかというタイミングとかがすごく大事だと

思うので、プラットフォームづくりは、そこを意識した上でどうコーディネーターを養成し

ていくかということもとても大事かなというふうにも思います。 

 

（宮平委員長） 

これは鯨本委員もおっしゃっていましたけれど、やっぱり優秀なプロデューサーを送り

込まないと、この優秀の意味は、今喜屋武委員とかがおっしゃっているような、高飛車なも

のではなくて、一緒に学ばせてくださいという謙虚な姿勢の方が良いということですね。上

地委員なんかもその辺、非常にベテランだと思いますので。一言二言なりに教えていただき

たいんですけれど。 

 

（上地委員） 
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場数を踏んでおりますが、私も沖縄だけではなくて全国のいろんな地域に行くときには、

必ずそこの歴史や文化を自分なりに勉強してから行くんです。そうすると、とてもコミュニ

ケーションしやすいんですね、すっと入っていけるというところもありますので。やっぱり

地域に関わる場合には、県から送り込むにしろ国から派遣してもらうにしろ、とにかく、そ

この地域のことをちゃんと理解してから行かないと大変なことになるかなと思います。 

 

（宮平委員長） 

ということで、お互いに学び合うというような謙虚な姿勢が重要だということですね。山

崎委員いかがですか。 

 

（山崎委員） 

 私が今やっている取組の宣伝みたいになっちゃうのも嫌なんですけれど、プラットフォ

ームになりたいと思っているんですよね。人材育成を通じて未来を作るということで、まさ

に実はこの 3 月の下旬に「LEAP DAY」というイベントをやるんですけれども、人材育成に関

心を持っている皆様には、ぜひ見ていただきたいなと思っていたりして。本当に、県がとか

誰がとかじゃなくて、立場とかそういうのをすべて超えて、一緒になって未来を考えるみた

いな、答えを出さないんですけれど、問題提起をそこでいっぱい投げるというような状況を、

このイベントで作っているんですけれども。ちょっとだけ画面共有してもいいですか。 

 

（宮平委員長） 

どうぞ。 

 

（山崎委員） 

 今、見えていますかね。今年、実はイオンモールライカムでやることになりまして、水槽

の前の吹き抜けのところでやるので、入場料とか完全に無料にして買い物がてらにちょっ

と見てぱっと気づいてもらうという、そういう偶発性をすごく大事にしました。2 日間ある

んですけれど、例えば 1 日目ですと、すごいゲストが。今回初めて沖縄に来るんですけれ

ど、クロスリアリティ、わかりますか。∨Ｒとかの先を行っているやつですね。クロスリア

リティとかで、今、坂本龍一さんとかとコラボしたりとか、渋谷の駅前を大々的に変えたり

するようなＸＲ界隈では非常に有名な山口さんが今回来ます。その生き方とかも含めて語

っていただいたりするんですけれど。あとは、ＳＤＧｓ的に興味がある方とかであれば、環

境活動とかを全国で講演している露木しいなさんとかも来ます。あとは、共感資本社会とい

うことで新しい、次の資本主義みたいなところの話を、昔、鎌倉投信の代表だった、現 eumo

の共同代表が来られたり。あとは『ハートドリブン』という本を出している塩田さん、この

方も今回沖縄初だと思うんですけれど、皆さん、マネードリブンというか、どう儲けるかと

か、どう出世するかという思考の中で、いろいろな人材育成とか評価制度がある中で、ハー
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トで本当に生きていいのかみたいなところの定義づけですよね。そういうのがこのセッシ

ョンにあったり。 

2 日目は私がやっている学生向けの取組なんですけれど、琉大の方からも出てきたりとか、

あとは、今、連携の学生団体がいろいろとあるんですけれど、マイプロジェクトとか高校生

とか、そういったところの教育プログラムの発表もありつつ、Frogs の発表もありつつみた

いな感じで構成しています。なので、土日どこか時間があったら、こんなことをやっている

というところで、ぜひ皆さん、見ていただきたいなと思っています。なんか宣伝に来たみた

いになっちゃって申し訳ないんですけれど、ぜひそういうプラットフォームになっていき

たいと思っています。 

 

（宮平委員長） 

いろいろと先程お話がありましたように、まだプラットフォームという概念自体がまだ

まだということですので、作り上げながらやっていければいいかなと思います。ありがとう

ございました。 

ということで時間となりましたので、いろんな話はこれで終わりにして、事務局の方から

何かありますか。 

 

（事務局） 

はい、ありがとうございました。本日のご議論というかご意見を踏まえて、またちょっと

大幅にリバイスしていこうかなと思っております。最後に、こちらの県庁の窓口となってい

ただいております企画調整課さんの方から一言ご挨拶があるということなんですけれど。 

 

（沖縄県企画調整課） 

沖縄県企画調整課でございます。お世話になっております。すみません、本日、実はちょ

うど今隣の会議室で全国知事会をやっておりまして、うちのメンバーがそっちにも行って

いて、私の方でご挨拶させていただくことになっておりますけれども、よろしくお願いいた

します。 

今回、大変幅広い議論をしていただいて、しかも 2 回も事前のヒアリングということもさ

せていただいて、皆様には本当にお世話になっております。ありがとうございます。本日の

意見も踏まえて事務局の方で取りまとめる作業がありますので、大変恐縮ですけれども、し

ばらくの間、おつき合いをいただければというふうに思っております。 

最後にご案内だけなんですけれども、昨年度もありましたけれども、今年の報告書、提言

書の方を知事へお渡しする手交式について、今、知事との日程調整中でございますけれども、

現在のところ 3 月 29 日の 10 時からの予定でございますけれども、その方向で日程を調整

しているところでございます。そのご案内については改めてメール等で差し上げようと思

っておりますけれども、もし委員の皆様、日程が合えばぜひご参加いただきたいというふう
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に考えてございますので。ただ、対面になるかリモートになるかというのは状況も踏まえて

ということでございますけれども、またご連絡させていただきますので、引き続きよろしく

お願いいたします。以上でございます。ありがとうございます。 

 

（事務局） 

ありがとうございました。事務局からの連絡等々は以上でございます。 

 

（宮平委員長） 

 では取りまとめて、先程お話がありましたように、委員の先生方にはその内容をお配りし

て修正をかけていって、私と平良副委員長の方で責任校了という形になるのかな。というこ

とでまとめさせていただきたいと思います。議事録、そして内容を委員の先生方、年度末で

お忙しいところ大変申しわけございませんけれど、ご確認の上、修正等ございましたらご連

絡いただきたいと思います。本日はどうも長時間にわたり熱心なご討議ありがとうござい

ました。これにて終了したいと思います。ありがとうございました。 

 

（以上） 


